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登別市功 労者表彰

令和６ 年度　
登別市功労者表彰 ・登別市表彰　　

　登別市功労者表彰・登別市表彰とは、永年にわたり登別市の行政や社会福祉などに貢献 され、市民の模範となる行いをされた方や団体に対し、表彰を行うものです。
　このたびの受賞者は、市功労者表彰10名、市表彰８名３団体（自治貢献表彰１名、社会 貢献表彰６名、篤志貢献表彰１名１団体、善行表彰２団体）で、11月３日㈰の『文化の日』
に市民会館で表彰式を行います。

▶問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

山
やま

口
ぐち

　賢
けん

治
じ
さん

永年にわたり市議会
議員として市勢の発
展と振興に尽力され
ました

四
つ

十
る

九
し

院
いん

 正
まさ

道
みち
さん

永年にわたり学校医
として児童生徒の健
康管理並びに学校環
境衛生等の向上に尽
力されました

藤
ふじ

江
え

　怜
さとし
さん

永年にわたり町内会
役員として市勢の発
展と振興に尽力され
るとともに民生委員
児童委員として社会
福祉の向上に尽力さ
れました

小
お

笠
がさ

原
わら

　康
やすし
さん

永年にわたり民生委
員児童委員として社
会福祉の向上に尽力
されるとともに町内
会役員として市勢の
発展と振興に尽力さ
れました

故 渡
わた

邉
なべ

　勉
つとむ
さん

永年にわたり市議会
議員として市勢の発
展と振興に尽力され
ました

登別市 表  彰

加か

賀が

谷や

　
司つ

か
さ 

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員
と
し
て
市
勢
の

発
展
と
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

自
治
貢
献
表
彰

有あ
り

野の

　
國く

に

男お 

さ
ん

加か

藤と
う

　
清き

よ

之ゆ
き 

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

工く

藤ど
う

　
徹と

お
る 

さ
ん

山や
ま

田だ

　
博ひ

ろ

達み
ち 

さ
ん

森も
り

口ぐ
ち

　
勝ま

さ
る 

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

社
会
貢
献
表
彰
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登別市功 労者表彰

令和６ 年度　
登別市功労者表彰 ・登別市表彰　　

米
よね

澤
ざわ

　壽
とし

朗
あき
さん

永年にわたり民生委
員児童委員として社
会福祉の向上に尽力
されました

　登別市功労者表彰・登別市表彰とは、永年にわたり登別市の行政や社会福祉などに貢献 され、市民の模範となる行いをされた方や団体に対し、表彰を行うものです。
　このたびの受賞者は、市功労者表彰10名、市表彰８名３団体（自治貢献表彰１名、社会 貢献表彰６名、篤志貢献表彰１名１団体、善行表彰２団体）で、11月３日㈰の『文化の日』
に市民会館で表彰式を行います。

竹
たけ

中
なか

　脩
のぶ

嚴
よし
さん

永年にわたり町内会
役員として市勢の発
展と振興に尽力され
ました

小
こ

関
せき

　憲
のり

勝
かつ
さん

永年にわたり町内会
役員として市勢の発
展と振興に尽力され
ました

今
こん

　順
じゅん

子
こ
さん

永年にわたり福祉団
体役員として社会福
祉の向上に尽力され
ました

柏
かしわ

倉
くら

　豊
とよ

仁
ひと
さん

永年にわたり消防団
員として郷土防災の
発展と振興に尽力さ
れました

登別市 表  彰

山や
ま

崎ざ
き

　
則の

り

雄お 

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
職
業
訓
練
協
会
役
員
と
し
て

市
内
経
済
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

河
川
敷
を
美き

れ
い
に 

す
る
会 

御
中

な
か
よ
し
会 

御
中

多
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た 善

行
表
彰

平た
い
ら　

秀ひ
で

里さ
と 

さ
ん

株
式
会
社
ナ
チ
ュ
ラ
ル 

サ
イ
エ
ン
ス 

御
中

多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
市
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た 篤

志
貢
献
表
彰
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だれもが どれも 選べる社会にだれもが どれも 選べる社会に

ＳＤＧｓ
目標５の
ポイント！

ジェンダー平等を実現しよう
・男女の違いにある不平等や差別をなくすこと
・性別の違いにかかわらず、多様な性の在り方を受け入
　れて誰もが平等に能力を発揮できるようにすること

（令和６年度『男女共同参画週間』キャッチフレーズ）（令和６年度『男女共同参画週間』キャッチフレーズ）

問い合わせ　市民協働グループ（☎２１３９）問い合わせ　市民協働グループ（☎２１３９）

～男女共同参画社会を目指して～～男女共同参画社会を目指して～

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

男
女
の
働
き
方
に
つ
い
て

令
和
モ
デ
ル
の
実
現
に

向
け
て

○日本の子育て事情
　６歳未満の子どもがいる世帯の家事などに要する時間は、2021年時点
で夫が１時間54分、妻は７時間28分（図２参照）。

　スイスの非営利財団『世界経済フォーラム』が公表した2024年のジェンダー・ギャップ指数
では、日本は教育や健康において男女間での格差が小さい一方、政治・経済においては男女の
格差が大きく、世界146カ国中118位という結果になっています。
　家族の姿が変化し、人生が多様化している今、「男性は仕事、女性は家庭」の『昭和モデル』
から、全ての人が希望に応じて、家庭でも仕事でも活躍できる社会『令和モデル』に切り替え
る時が来ています。
　誰もが生きがいを感じ、個性や多様性を認め合い、自分らしく暮らせる社会を実現するため、
男女共同参画社会について考えてみましょう。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

男
女
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
自

ら
の
意
志
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、

均
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
享

受
し
て
、
共
に
責
任
を
担
う
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
性
別
に
関
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
し
、
一
人

一
人
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

　
日
本
の
生
産
年
齢
人
口
（
15

～
64
歳
の
人
口
）
は
平
成
７
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
大
き
く
減
少
し
て

い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
、

就
業
者
の
構
成
は
大
き
く
変
化

し
、
就
業
者
数
に
お
け
る
男
女

差
は
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
55
年
で
女
性
は

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）
』
が
実
現
し
ま
す
。

20
代
前
半
、
男
性
は
30
代
前
半

に
あ
っ
た
就
業
者
数
の
ピ
ー
ク

が
、
令
和
５
年
で
は
男
女
と
も

に
40
代
後
半
に
な
る
な
ど
、
就

業
者
の
年
齢
構
成
も
変
化
し
て

い
ま
す
（
図
１
参
照
）
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
女
性
の

社
会
進
出
が
進
ま
な
い
背
景
に

は
、
日
本
に
お
い
て
特
に
、
出

産
・
育
児
と
の
両
立
が
難
し
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
女
性

の
多
く
は
、
妊
娠
・
出
産
を
機

に
、
仕
事
か
子
育
て
か
の
二
者

択
一
を
迫
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
家
庭
で
も
仕
事
で
も
活
躍
で

き
る
『
令
和
モ
デ
ル
』
を
実
現

す
る
に
は
、
柔
軟
な
働
き
方
を

浸
透
さ
せ
、
全
て
の
人
が
働
き

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
柔
軟
な
働
き
方
が
実
現
で
き

れ
ば
、
男
性
の
育
児
の
時
間
が

増
え
、
産
後
の
女
性
の
離
職
率

が
下
が
る
な
ど
、
男
女
そ
れ
ぞ

れ
が
家
庭
で
も
仕
事
で
も
活
躍

で
き
る
『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

週全体平均（時間．分）
夫 妻

2001年 2006年 2011年 2016年 2021年 2001年 2006年 2011年 2016年 2021年
家事関連 0.48 1.00 1.07 1.23 1.54 7.41 7.27 7.41 7.34 7.28 
　家事 0.07 0.10 0.12 0.17 0.30 3.53 3.35 3.35 3.07 2.58 
　介護・看護 0.01 0.01 0.00 0.01 0.01 0.03 0.03 0.03 0.06 0.03 
　育児 0.25 0.33 0.39 0.49 1.05 3.03 3.09 3.22 3.45 3.54 
　買い物 0.15 0.16 0.16 0.16 0.18 0.42 0.40 0.41 0.36 0.33 

図
１�　

令
和
６
年
度
版
男
女
共
同
参
画
白
書
就

業
状
況
別
人
口
割
合
（
内
閣
府
）

図２�　令和３年社会生活基本調査生活時間及び生活行動に関する結果（総務省
統計局）
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ＬＧＢＴＱについて知ろう

Lesbian
女性同性愛者

レ ズ ビ ア ン

Gay
男性同性愛者

ゲ イ

Bisexual
両性愛者

バイセクシュアル

Transgender
出生時に割り当てられた性別と
自認する性別が一致しない人

ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー

Questioning
自分の性的指向・性自認が定まって（を定めて）いない人

ク エ ス チ ョ ニ ン グ ♂♀

0

20
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男性

2.032.03

8383

2.32.3

86.686.6

2.652.65

81.581.5

3.163.16

81.881.8

5.145.14

83.283.2

6.166.16

82.282.2

7.487.48

8383

12.6512.65

81.681.6

13.9713.97

85.185.1

17.1317.13

80.280.2

30.130.1

84.184.1

（％）

平成
25
年

平成
26
年

平成
27
年

平成
28
年

平成
29
年

平成
30
年

令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

女性

性的マイノリティに
対する理解増進に向けて

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度

『
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
』
と

『
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
』
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

※セクシュアリティ…人間の性の在り方全般

※コアタイム…１日のうち、必ず就業しなければならない時間帯

　日本におけるＬＧＢＴＱの割合は約
10人に１人といわれており、性的マイ
ノリティの人たちは身近に存在してい
ます。
　自身がＬＧＢＴＱではないものの、
ＬＧＢＴＱの人たちの活動を支持し、
支援している人たちのことをＡ

ア ラ イ

ｌｌｙ
といい、Ａｌｌｙの存在が注目される
ことで性的マイノリティの人たちがよ
り一層過ごしやすい世の中となり『ジ
ェンダー平等』の実現につながります。
　まずはＬＧＢＴＱを正しく知ること
から始めましょう。

　
『
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
』
と
は
、

自
身
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

（
※
）
を
自
ら
の
意
思
で
他
者

に
打
ち
明
け
る
こ
と
を
い
い
、

『
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
』
と
は
、
他

者
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
本

人
の
同
意
な
く
第
三
者
に
暴
露

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
が
も
た
ら
す

事
態
は
大
変
に
深
刻
で
、
何
げ

な
く
他
人
に
話
し
た
こ
と
が
、

当
事
者
を
大
い
に
傷
つ
け
、
最

悪
の
場
合
自
死
に
つ
な
が
る
重

大
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
す
。

　
も
し
、
友
人
や
家
族
が
あ
な

た
に
『
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
』
し

た
と
き
は
、
絶
対
に
秘
密
厳
守

し
て
く
だ
さ
い
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
と
は
、
一
方
か
双
方
が
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
二
人
が
、
互

い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
責
任
を
持
っ
て
協
力
し
合
う

関
係
で
あ
る
と
宣
誓
し
、
自
治

体
が
証
明
と
し
て
、
両
者
に
対

し
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
書

受
領
証
や
受
領
証
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

　
市
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
々

の
人
権
の
尊
重
や
生
き
づ
ら
さ

の
解
消
を
図
る
た
め
、
パ
ー
ト

　
男
女
の
働
き
方
の
問
題
点
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
女

性
の
働
き
や
す
い
制
度
設
計
が

企
業
側
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、

企
業
に
よ
っ
て
は
出
産
・
育
児

の
と
き
に
勤
務
形
態
を
選
択
で

き
る
制
度
や
、
コ
ア
タ
イ
ム

（
※
）
を
指
定
し
た
上
で
短
時

間
勤
務
と
す
る
制
度
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
育
児
休
業
制
度

に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
誕
生

し
て
か
ら
８
週
間
以
内
に
、
最

大
４
週
間
ま
で
父
親
が
産
休
を

取
得
で
き
る
『
産
後
パ
パ
育
休

（
出
生
時
育
児
休
業
）
』
が
令

和
４
年
10
月
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
男
性
の
育

児
休
業
取
得
率
は
、
平
成
25
年

で2.03

㌫
だ
っ
た
と
こ
ろ
、

令
和
５
年
で
は30.1

㌫
に
増

加
し
て
い
ま
す
（
図
３
参
照
）。

　
今
後
は
、
男
性
が
育
児
休
業

し
や
す
い
組
織
文
化
が
各
企
業

に
定
着
さ
れ
、
出
産
・
育
児
に

よ
っ
て
女
性
が
多
大
な
不
利
益

を
被
る
状
況
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入

を
目
指
し
て
お
り
、
市
民
の
方

々
に
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

当
事
者
を
講
師
に
招
き
『
性
の

多
様
性
の
理
解
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
た
ほ
か
、
市
職
員
が

適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

図
３�　
令
和
５
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
育
児

休
業
取
得
率
の
推
移
（
厚
生
労
働
省
）
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利用申請 申請内容の確認

利用開始 預け先との調整

問い合わせ　こども相談室（☎�６６７７・休日、夜間☎�２１１１）

どうやって利用するの？ ほかにもある『預かり制度』のご紹介
ファミリーサポートセンター

一時預かり・こども誰でも通園制度（仮称）

●利用料（子ども１人１日当たり）
お子さんの属する世帯 ２歳未満 ２歳以上

生活保護世帯
市道民税非課税のひとり親世帯 無料 無料

市道民税課税のひとり親世帯
市道民税が非課税の両親世帯 1,100円 1,000円

市道民税課税の両親世帯 5,350円 2,750円

　どんなに忙しくても、また、子育てに疲れていても「預け先がどんなところか分からなくて不安」「短
い間でも、自分の子の養育を他人に任せるなんて」など、いろいろな不安や抵抗感があると思います。
　現在では、核家族化や高齢化の進展、ライフスタイルの変化などで地域のつながりが希薄となり、子育
てや子どもの成長に必要な『人との関わり』が少なくなっていると言われていることから、国や自治体、
地域など、子どもや親を取り巻く社会全体で子育てを応援し、支えていくことが求められています。
　自分一人だけでの対応が難しいと感じるときには周囲へ協力を求めたり、支援・サービスを探して利用
したりすることが本当に大切なことですし、決して無理をせず、相談をしてほしいと思っています。
　今号で紹介した『こどもショートステイ』が、皆さんの子育てを支援するための一助になればと願って
います。ぜひ、ご利用ください。

　『こどもショートステイ』を利用するには、所
定の申請書での事前申請が必要です。

　「子どもを預かってほしい」という保護者の
ニーズに応え「子育ての支援をしてほしい」方
と「お手伝いします」という方が会員になって、
地域ぐるみでの子育てを応援する事業です。
　詳しくは、市公式ウェブサイト
をご覧ください。
問い合わせ　こども家庭グループ
� （☎�１０７８）

　保育所や幼稚園などに通っていない小学校入
学前の子どもを対象に、さまざまな預かり事業
を実施しており、10月からは登別カトリック聖
心幼稚園で一時預かり事業を、登別立正学園で
『こども誰でも通園制度（仮称）試行事業』を
始めました。
　冠婚葬祭や育児疲れなどでお子さんを預けた
いときにぜひご利用を検討ください。
　詳しくは、市公式ウェブサイト
をご覧ください。
問い合わせ　こども育成グループ
� （☎�５６３４）

　利用申請の際にはこども相談室で、申請書の内容
を確認するほか、理由の詳細やお子さんの状態、ア
レルギーの有無など、預け先で必要な情報を聞き取
ります。
　その後、預け先と利用する方との連絡調整を行い、
お互いを紹介した上で利用開始となります。
※�預け先の状況によっては、利用希望の日に利用で
きないことがあります。

　利用日数や、預かるお子さんの人数も預け先の状
況を確認しながら、相談に応じます。
　相談の際には、利用される方の事情に寄り添い、
できるだけ利用される方の希望に添った形で調整を
進めていきますので、お気軽に相談してください。

利用までの流れ
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11 月は『秋のこどもまんなか月間』です

『こどもショートステイ』をご紹介します

こどもショートステイとは？

どんな人が利用できるの？

《児童養護施設とは》

《里親とは》【用語解説】児童養護施設と里親

預け先はどんなところ？

　皆さんの家庭でお子さんを育てている中では、「急な出張が入ってしまったけど、子どもの預け先がな
い」「入院と言われてしまった。子どもたちをどうしよう」など、不測の事態に見舞われることも多いの
ではないでしょうか。
　また、「子どもがなかなか言うことを聞かず、手を上げてしまいそう」「子どもにイライラして叱りす
ぎ、対応に疲れてしまった」など、休息が必要だなと感じたことはありませんか。
　今号では、子育て中の保護者への支援として、本市が実施する『登別市こどもショートステイ事業（こ
どもショートステイ）』を紹介します。

　18歳未満のお子さんを養育している保護者が、病気や入院などの理由で家庭でのお子さんの養育が一
時的に困難となったときに、お子さんを市で委託している児童養護施設や里親宅で、一時的にお預かり
して養育し、お子さんの健全な育成とその家庭の福祉の増進を図ることを目的とした制度です。
　国の『子育て短期支援事業』を基に制度を作り実施しています。

　保護者のない児童や保護者に監護させることが
適当でない児童に対し、安定した生活環境を整え
るとともに、生活指導、学習指導、家庭環境の調
整などを行いつつ養育を行い、児童の心身の健や
かな成長とその自立を支援する機能を持ちます。
　児童養護施設は、児童福祉法に定められた児童
福祉施設であり、施設の入所手続きは、都道府県
などに設置されている児童相談所が公的責任のも
とで行っています。

　里親制度は、さまざまな事情で家族と離れて暮らす子ども
を自分の家庭に迎え入れ、温かい愛情と正しい理解を持って
養育する制度です。
　里親とは『保護者のない児童や保護者に監護させることが
不適当であると認められる児童（要保護児童）の養育を希望
する者であって、都道府県知事が適当と認める者』です。
　里親になるには、管轄の児童相談所にて説明を受けた後、
所定の研修や家庭環境の調査などを経て、里親としての登録
を受けなければなりません。
　要保護児童を養育する『養育里親』のほか、養子縁組によ
って養親となることを希望する『養子縁組里親』など、いく
つかの種類があります。

　こどもショートステイは、次のような理由でお
子さんの養育が一時的に困難となったときに利用
できます。
①�　保護者が疾病や出産、
看護、事故、災害、冠婚
葬祭、出張などの理由で、
ほかに預ける人がいない
とき
②�　保護者がお子さんの育
児不安や育児疲れを抱え
ていたり、慢性疾患児な
どの看護疲れがあるとき
③�　その他、これらの理由に類すると福祉事務所
長が認めるとき
※�お子さんや家庭の事情に応じて相談をお受けし
ます。「日帰りができなくて何日間かお願いし
たい」など宿泊を伴う預かりにも対応できます
ので、まずはご相談ください。

児童養護施設　わかすぎ学園（室蘭市）
　児童福祉法に基づく入所施設で、さまざまな事
情で家庭では養育することが困難な子どもたちを
サポートする専門職のスタッフが常駐しサービス
を提供します。

市内在住の里親宅
　平成28年６月の児童福祉法改正で家庭養育優先
の原則が規定され、国や地方公共団体は、家庭と
同様の環境での養育を推進することとされたこと
から、令和元年度からわかすぎ学園での預かりに
加え、里親宅での預かりの体制を設けました。
　さまざまな子どもの養育を担ってきた経験豊か
な里親宅で、より家庭的な預かりを提供します。
※�お子さんの性格や行動は一人一人違いますし、
「家では言うことを聞かないが、外ではおとな
しい」など、状況によって変わるところもあり
ますので、どのような預かりが適当なのか、相
談しながら預け先を決めることも可能です。
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令和６年９月末の

財政状況をお知らせします

※�市税収入予算額、一般会計予算現額
（前年度からの繰越額を含む）、一
般会計市債残高をそれぞれ人口で割
ったものです。９月30日現在、借り入れはありません。

　令和６年度各会計予算は、令和６年第１回登別市議会定例会で当
初予算が議決され、その後９月30日までに一般会計を５回、介護保
険特別会計を１回、カルルス温泉スキー場事業特別会計を１回歳入歳出予算の補正を行っています。
　今号では、令和６年度予算の９月30日現在における収入と支出の概況、市民の税負担の状況、市債残
高の状況などをお知らせします。

令和６年度各会計予算の執行状況
※項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない箇所があります。

市債残高の状況

一時借入金の状況

市の財産の状況

会計名 一般会計
特別会計

合計国民健康保険 学校給食事業 介護保険 カルルス温泉
スキー場事業

後期高齢者
医療

当初予算額 240億200万円 52億1,910万円 3億5,190万円 40億270万円 1億2,420万円 9億7,690万円 346億7,680万円
補正額 9億5,431万円 0円 0円 4,778万円 5万円 0円 10億214万円
前年度からの繰越額 5億7,214万円 0円 1,350万円 0円 0円 0円 5億8,564万円
予算現額 
（９月30日現在） 255億2,846万円 52億1,910万円 3億6,540万円 40億5,048万円 1億2,425万円 9億7,690万円 362億6,459万円

歳入 収入済額 116億300万円 20億5,018万円 8,020万円 17億1,173万円 0円 2億9,300万円 157億3,811万円
収入率 45.50% 39.30% 21.90% 42.30% 0.00% 30.00% 43.40%

歳出 支出済額 94億507万円 18億8,684万円 1億3,939万円 15億6,813万円 2,874万円 2億8,467万円 133億1,284万円
執行率 36.80% 36.20% 38.10% 38.70% 23.10% 29.10% 36.70%

令和５年
度決算額

歳入 258億8,170万円 52億5,955万円 3億4,743万円 39億6,077万円 1億862万円 8億9,467万円 364億5,274万円
歳出 247億7,664万円 49億5,655万円 3億4,743万円 38億3,982万円 1億862万円 8億9,413万円 349億2,319万円
差引 11億506万円 3億300万円 0円 1億2,095万円 0円 53万円 15億2,954万円

会計名 残高

一般会計 207億9,584万円

学校給食事業
特別会計 5,110万円

合計 208億4,694万円

区分 面積・金額
土地 694.3万平方㍍

建物 26.7万平方㍍

基金（貯金） 68億3,035万円

債権など 4億6,390万円

市民１人当たりに換算
市民1人当たりが負担する市税
  12万3,363円
市民1人当たりに使われるお金
  58万2,496円
市民1人当たりの借金の残高
  47万4,509円

人口（９月末日現在）  ４万3,826人

問い合わせ　
財政グループ（☎�１３３１）
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登別市民憲章啓発登別市民憲章啓発
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　登別市民憲章推進協議会は啓発活動
の一環として、市内全８小学校の４年
生を対象に標語を募集しました。
　５章ある市民憲章のうち『親切をつ
くし　きまりを守って　明るく住みよ
いまちをつくりましょう』『自然を愛
し　力をあわせて　緑と空気と太陽の
いっぱいある　きれいなまちをつくり
ましょう』『未来をつくる青少年の　
健全な夢の育つまちをつくりましょう』
の３章を募集テーマとしています。

問い合わせ
登別市民憲章推進協議会事務局連絡所
�（市民協働グループ内・☎�１０７９）

9  ２０２4．11月号  登別市民憲章啓発標語コンクール　金賞・優秀賞作品

http://www.area-a.jp/pg1217772.html
https://forms.gle/micG2HMhFwQ4Gbar8


今後のスケジュール（予定）

12月１日まで
　新規で加入する方、交付済み保険証の再発行が必要な方に保険証を交付します。
　国民健康保険の場合、70歳を迎える方には被保険者証兼高齢受給者証を郵送します。
※ 基本的に保険証の有効期限は令和７年７月31日です。途中で70歳、75歳を迎える方や、外

国人で在留期限がある方の有効期限は、令和７年７月31日より短い場合があります。

12月２日以降

　紛失などによる再発行を含め、新たな保険証は発行しません。
　12月１日以前に交付済みの保険証をお持ちの場合、有効期限まで使用できます。
【新規で加入する方】
・・ マイナ保険証をお持ちでない方には『資格確認書』を、マイナ保険証をお持ちの方には

『資格情報のお知らせ』を交付します。
※ 後期高齢者医療保険の場合、令和７年７月31日までの間、マイナ保険証の保有状況にかか

わらず『資格確認書』を交付します。
【交付済み保険証の再発行が必要な方、マイナ保険証の利用登録を解除した方】
・・ 担当グループの窓口、各支所などで申請していただくことで『資格確認書』を交付します。
【電子証明書の更新を失念した方、マイナンバーカードを返納した方】
・・随時、『資格確認書』を交付します。

令和７年７月
中旬以降

　有効期限が切れる前に、マイナ保険証をお持ちでない方には『資格確認書』を、マイナ保
険証をお持ちの方には『資格情報のお知らせ』を郵送します。

マイナンバーカードを保険証としてご利用ください！

マイナンバーカードを保険証として利用するためには

問い合わせ　国民健康保険に加入している方　　　　国民健康保険グループ（☎�１７７１）
　　　　　　後期高齢者医療保険に加入している方　年金・長寿医療グループ（☎�２１３７）

　保険証利用登録をしたマイナンバーカード（マイナ保険証）を医療機関で利用すると、マイナ
保険証のみで高額療養費制度や特定疾病の適用が受けられたり、過去のお薬情報や健康診断の結
果などを提供できるため、より適切な医療が受けられたりするほか、負担割合に変更が発生して
も保険証や資格確認書のように差し替えの必要がなく、最新の資格情報で医療機関を受診できる
などのメリットがあります。

① マイナンバーカードの発行を申請し、マイナンバーカードを取得する
※ パソコンやスマートフォン、証明写真機などから申請できます。
② マイナンバーカードを保険証として利用する登録を行う
※ 医療機関・薬局の受け付け（カードリーダー）やセブン銀

行ＡＴＭ、マイナポータルから登録可能です。なお、利用
登録しているかの確認はマイナポータルからできます。

▶�マイナポータル
アプリのダウン
ロードはこちら
から
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後期高齢者医療制度に関するお知らせ

国民健康保険・後期高齢者医療制度のお知らせ
～12月２日から現行の保険証などは発行されなくなります～

○保険証の廃止に併せて、限度額適用認定証と限度額適用・標準負担額減額認定証を廃止します
　12月２日以降、マイナ保険証をお持ちの方は、ご自身の負担区分をマイナポータルで確認してください。
　『資格確認書』をお持ちの方は、『資格確認書』に任意で負担区分を併記することができます。
○特定疾病療養受療証について
　厚生労働大臣が定める特定疾病（人工腎臓を実施する慢性腎不全など）の方に交付される『特定疾病療養受療
証』は、12月２日以降も継続して交付します。

マイナ保険証をお持ちの方
　12月２日以降、マイナ保険証をお持ちの方
には、自身の被保険者資格情報を簡易に把握
できるよう、交付済み保険証の有効期限が切
れる前や負担割合が変わったときなどに『資
格情報のお知らせ』を交付します。
※ 『資格情報のお知らせ』は、医療機関でマ

イナ保険証の読み取りができない場合など
にマイナンバーカードと一緒に提示してい
ただくものです。
※�『資格情報のお知らせ』だけで医療機関を
受診することはできません。

〇�12月２日以降は『資格確認書』・『資格情報のお知らせ』を交付します
マイナ保険証をお持ちでない方
　12月２日以降、マイナ保険証をお持ちでない方には、交付
済み保険証の有効期限が切れる前に、保険証に代わる『資格
確認書』を郵送します（申請不要）。
　資格確認書とは、現行の保険証と同様に氏名、生年月日、
記号・番号、負担割合などが記載されたもの（カード型）で、
マイナ保険証がなくても、資格確認書を医療機関に提示する
ことで、これまでどおり保険診療を受けることができます。
※ マイナ保険証をお持ちでなく、12月２日以降に交付済みの

保険証を紛失した方には、担当グループまたは各支所で申
請していただくことにより、資格確認書を交付します。

　国から示されたマイナンバーカードと健康保険証の原則一体化の方針に基づき、12月２日から
国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者証、限度額適用認定証（※）、限度額適用・
標準負担額減額認定証（※）などは発行されなくなります。12月２日以降は、新規加入による発
行や紛失した場合の再発行、記載事項の変更による差し替えは行いません。
※後期高齢者医療保険のみ。

〇�現行の保険証は12月２日以降も有効期限まで引き続き使えます
　交付済みの保険証は、12月２日以降も有効期限（最長で令和７年７月31日）まで引き続き使用でき
ますので、廃棄しないでください。
　ただし、12月２日以降に市内転居や世帯分離、世帯主変更など記載事項に変更がある場合、有効期
限内であっても使用できなくなります。
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２
０
２
４
消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
10
� 5

9
� 14

　
10
月
５
日
、
市
消
防
本
部
は
２
０
２
４
消
防
・

救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
イ
オ
ン
登
別
店
の
駐
車

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
消
防
業
務
へ
の
理
解
や
防
火
・
防
災
意
識
の
向

上
を
目
的
に
開
催
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
約
２

千
人
が
来
場
し
、
展
示
さ
れ
た
ポ
ン
プ
車
や
令
和

５
年
度
に
導
入
の
屈
折
は
し
ご
車
、
救
急
車
な
ど

を
間
近
で
見
学
し
、
記
念
撮
影
を
す
る
様
子
が
見

ら
れ
た
ほ
か
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
レ
ス

キ
ュ
ー
（
ロ
ー
プ
渡
過
）
体
験
、
消
防
車
や
水
消

火
器
で
の
消
火
体
験
に
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
順
番
待
ち
の
列
を
作
り
、
未
来
の
消
防
士
た
ち

が
何
度
も
挑
戦
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

僕
も
私
も
ミ
ニ
消
防
士

▲ホースでの消火に挑戦する未来の消防士

令
和
６
年
度
地
区
懇
談
会

9
� 30～

　
令
和
６
年
度
の
地
区
懇
談
会
（
市
主
催
）
は
９

月
30
日
、
ヌ
プ
ル
で
の
開
催
を
皮
切
り
に
市
内
10

カ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
日
の
主
に
登
別
地
区
の
住
民
を
対
象
と
し
た

懇
談
会
に
は
約
20
人
が
参
加
し
、
市
か
ら
登
別
駅

前
、
国
道
36
号
間
の
道
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

無
電
柱
化
に
つ
い
て
な
ど
８
件
の
情
報
提
供
を
し

た
ほ
か
、
地
区
連
合
町
内
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
地

区
の
共
通
課
題
に
つ
い
て
、
参
加
者
と
市
職
員
が

意
見
や
提
案
な
ど
を
交
え
議
論
し
ま
し
た
。

　
11
月
は
、
11
日
㈪
の
富
久
寿
園
な
ど
４
カ
所
で

実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
10
月
号
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
民
と
膝
を
交
え
て
ま
ち
づ
く
り
を
議
論

新
日
本
プ
ロ
レ
ス
登
別
大
会

　
９
月
14
日
総
合
体
育
館
で
、
新
日
本

プ
ロ
レ
ス
北
海
道
ツ
ア
ー
の
皮
切
り
と

な
る
登
別
大
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に

は
超
満
員
１
２
５
５
人
の
プ
ロ
レ
ス
フ

ァ
ン
た
ち
が
集
結
。
登
別
で
の
開
催
は

１
９
８
５
年
以
来
39
年
ぶ
り
と
あ
っ
て

入
口
に
は
開
場
を
待
ち
わ
び
た
フ
ァ
ン

が
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。

　
第
１
試
合
は
、
登
別
市
観
光
大
使
の

矢や

野の

通と
お
る

選
手
と
レ
ジ
ェ
ン
ド
レ
ス
ラ
ー

桜さ
く
ら

庭ば

和か
ず

志し

選
手
の
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
。
今

年
６
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
の
ヤ

ン
グ
ラ
イ
オ
ン
タ
ッ
グ
に
快
勝
し
、
貫

禄
を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。

　
第
２
試
合
は
、
１
分
ご
と
に
選
手
が

登
場
し
、
残
っ
た
最
後
の
１
人
が
勝
者

と
な
る
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
。
登
別
市
議

の
斗と

猛も

矢や

選
手
や
、
２
０
１
９
年
に
引

退
し
た
室
蘭
市
出
身
の
飯い

い

塚づ
か

高た
か

史し

選
手

ら
総
勢
20
選
手
が
出
場
し
、
激
し
い
場

外
乱
闘
も
交
え
た
展
開
に
、
会
場
の
熱

気
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
タ
イ
ト
ル

マ
ッ
チ
の
第
５
試
合
、
無
差
別
級
６
人

タ
ッ
グ
選
手
権
で
は
、
17
分
間
に
わ
た

る
奮
闘
の
末
、
矢
野
選
手
、
棚た

な

橋は
し

弘ひ
ろ

至し

選
手
ら
王
者
チ
ー
ム
が
見
事
初
防
衛
に

成
功
。
王
者
の
ベ
ル
ト
を
受
け
取
っ
た

矢
野
選
手
は
「
登
別
、
室
蘭
、
北
海
道

以
外
の
方
も
、
み
ん
な
ま
た
こ
こ
に
集

結
し
ろ
よ
！
」
と
呼
び
か
け
、
会
場
は

大
き
な
拍
手
と
歓
声
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

39
年
ぶ
り

登
別
で
熱
き
戦
い

▲地域の課題を話し合う参加者と市職員
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

①�

市
道
民
税
・
普
通
徴
収
（
第
３
期
）

②�

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

６
期
）

③�

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
５
期
）

④�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
５
期
）

納
期
限　
12
月
２
日
㈪

※�P

ペ

イ

ペ

イ

ayPay

やL

ラ
イ
ン
ペ
イ

INEPay

、
ク
レ
ジ

　
実
際
の
災
害
と
間
違
わ
れ
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
状
況

に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
11
月
５
日
㈫
10
時
ご
ろ

　
　
　
11
月
20
日
㈬
11
時
ご
ろ

※�

聞
き
逃
し
確
認
（
☎
�
０
１
９
３
）

問�　
総
務
Ｇ
（
☎
�
１
１
３
０
）

ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
の
場
合
、

領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

問�　
①
…
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１
５
５
）

②
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
�
１
７

７
１
）
③
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�

５
７
２
０
）
④
年
金
・
長
寿
医
療

Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

防
災
行
政
無
線
な
ど
の

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

○
税
に
関
す
る
作
品
展　

日�

時　
11
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮
９
時

～
17
時
30
分

場�

所　
市
役
所
１
階

対�

象　
市
内
ま
た
は
白
老
町
に
住
む

満
18
歳
以
上
の
方

販�

売
品
目　
自
転
車
（
子
ど
も
用
・

大
人
用
）
、
家
具
な
ど

申�

込
期
間　
11
月
５
日
㈫
～
18
日
㈪

申�

込
方
法
①　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
環
境
対
策
Ｇ

申�

込
方
法
②　
『
地
元
の
掲
示
板
ジ

モ
テ
ィ
ー
』
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ

　
郵
送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く

申
告
・
届
出
・
納
税
が
完
了
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
胆
振
総
合
振
興
局
課
税
課

�

（
☎
㉔
９
５
７
９
）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
と
市
道
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
で
社
会
保
険
料
控

除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
『
領
収
書
』

ま
た
は
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行
す

る
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
』
が
必
要
で
す
。

※�

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期
は
、
国

　
常
勤
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
、
名
称
や
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
う
事
業

は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
成
立
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問　
労
働
基
準
局
労
働
保
険
徴
収
課

�

（
☎03-5253-1111

）

内�

容　
小
学
６
年
生
の
『
税
に
関
す

る
標
語
』
な
ど
の
展
示

○
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

　

�

国
税
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談

は
国
税
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎0570-�

00-5901

）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
室
蘭
税
務
署
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

　
市
は
、
警
告
書
を
取
り
付
け
た
放

置
自
転
車
を
令
和
７
年
１
月
に
撤
去
、

同
年
４
月
に
処
分
す
る
予
定
で
す
。

該
当
の
駐
輪
場
に
自
転
車
を
放
置
し

て
い
る
方
は
、
早
急
に
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。

問　
土
木
・
公
園
Ｇ

�

（
☎
�
４
１
１
５
）

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
時
期

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

問　
室
蘭
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

�

（
☎
㉔
７
１
０
４
）

　
11
月
25
日
～
12
月
１
日
は
『
犯
罪

被
害
者
週
間
』
で
す
。
犯
罪
被
害
者

が
受
け
た
被
害
の
軽
減
・
回
復
に
は

周
囲
の
方
の
理
解
、
共
鳴
、
協
力
が

と
て
も
大
切
で
す
。
犯
罪
被
害
者
の

方
に
寄
り
添
い
、
支
援
の
輪
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問　
室
蘭
警
察
署
（
☎
㊻
０
１
１
０
）

　
『
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（toto

）

助
成
事
業
』
を
活
用
し
、
競
泳
用
移

動
型
表
示
装
置
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー（JSC

）で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
の
収
益
を
も
と
に
、
市

町
村
や
ス
ポ
ー
ツ
団

体
な
ど
が
行
う
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
整
備
や

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目

的
と
す
る
事
業
な
ど

に
対
し
て
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
９
）

ー
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら

※�
詳
し
く
は
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
�
２
９
５
８
）

室
蘭
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

法
人
道
民
税
・
事
業
税
の
申
告
・

届
出
は
簡
単
便
利
な
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

幌
別
駅
・
登
別
駅
駐
輪
場
の

放
置
自
転
車
を
整
理
し
ま
す

11
月
25
日
は

『
北
海
道
犯
罪
被
害
を
考
え
る
日
』

ら
く
あ
に
競
泳
用
移
動
型
表
示
装
置

を
整
備
し
ま
し
た

13  ２０２4．11月号  くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド ※�内容については、10月15日現在の情報を掲載しています。�
イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
なっている場合がありますので、ご注意ください。

https://www.eltax.lta.go.jp/
https://www.city.noboribetsu.lg.jp/article/2023042500053/
https://www.eltax.lta.go.jp/
https://www.city.noboribetsu.lg.jp/article/2023042500053/


募
集
や

試
験
な
ど

申し込み
問い合わせ不用品 市ダイヤル

　
毎
年
11
月
10
日
は
『
無
電
柱
化
の

日
』
で
す
。

　
道
内
各
地
の
無
電
柱
化
の
事
例
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期�

間　
11
月
21
日
㈭
12
時
～
27
日
㈬

15
時

場�

所　
市
民
会
館
１
階

※�

申
込
方
法
な
ど
詳

し
く
は
市
公
式
ウ

※�

詳
し
く
は
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
都
市
政
策
Ｇ
（
☎
�
３
２
３
０
）

　
参
加
対
象
の
方
に
案
内
は
が
き
を

送
付
し
ま
し
た
。
は
が
き
は
当
日
の

入
場
券
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
参
加
を
希
望
す
る
市
内
に
住
民
登

録
が
な
い
方
は
、
12
月
20
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日�

時　
令
和
７
年
１
月
12
日
㈰
13
時

場�

所　
市
民
会
館

対�

象　
平
成
16
年
４
月
２
日
～
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

問　
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
９
）

『
無
電
柱
化
の
日
』
パ
ネ
ル
展

令
和
７
年
登
別
市
二は

た

ち
十
歳
の
つ
ど
い

のぼりべつクリーン＆フレッシュ事業
地域活動の紹介～香風美化グループ～

○
記
念
事
業　

日�

時
・
場
所　
11
月
23
日
㈯
13
時
～

15
時
40
分
・
市
民
会
館

内�
容　
記
念
式
典
、
映
画
『
星
に
語

り
て
』
上
映
、
授
産
製
品
の
販
売

な
ど

○
パ
ネ
ル
展　

日�

時
・
場
所　
11
月
23
日
㈯
～
28
日

㈭
・
市
民
会
館

内�

容　
障
が
い
児
者
の
作
品
展
示
・

各
団
体
の
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展
示

問�　
登
別
市
障
害
者
福
祉
関
係
団
体

連
絡
協
議
会
吉よ

し

野の

さ
ん

�

（
☎
�
０
０
８
３
）

◎
第
３
回
一
般
曹
候
補
生　

対�

象　
18
歳
～
32
歳
の
方

申�

込
期
限　
11
月
28
日
㈭

一�

次
試
験
日　
12
月
７
日
㈯
～
12
日

㈭
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

◎
第
５
回
自
衛
官
候
補
生　

　
市
内
小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、

高
等
学
校
の
児
童
生
徒
の
代
表
が
集

ま
り
、
命
の
重
さ
や
人
と
し
て
の
生

き
方
、
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日�

時
・
場
所　
11
月
15
日
㈮
15
時
～

16
時
45
分
・
市
民
会
館

問　
学
校
教
育
Ｇ
（
☎
�
１
１
６
２
）

ん
講
話
』

講�

師　
快
眠
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
渡わ

た

辺な
べ

智と
も

之ゆ
き

さ
ん

定�

員　
100
人

申�

し
込
み　
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
電
話
で

富
岸
小
学
校
寺て

ら

沢さ
わ

教
頭

�

（
☎
�
６
３
０
３
）

活�

動
時
間　
９
時
～
12
時
（
月
２
回

程
度
）

活�

動
場
所　
し
ん
た
21

内�

容　
点
訳
の
基
礎
知
識
か
ら
実
践

ま
で
の
勉
強
会

申�

し
込
み　
登
別
視
力
障
害
者
協
会

髙た
か

橋は
し

さ
ん
（
☎
�
１
０
５
４
）

日�

時　
11
月
19
日
㈫
18
時
～
19
時

場�

所　
市
民
会
館

内�

容　
市
内
小
中
学
校
に
通
学
す
る

子
ど
も
の
保
護
者
向
け
『
す
い
み

対�

象　
18
歳
～
32
歳
の
方

申�

込
期
間　
11
月
11
日
㈪
～
12
月
５

日
㈭

試�

験
日　
12
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯
の

う
ち
い
ず
れ
か
１
日

※�

そ
の
他
募
集
種
目
な
ど
詳
し
く
は

問�　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室

蘭
地
域
事
務
所
（
☎
㊹
９
５
３
３
）

自
衛
官
募
集
特
設

サ
イ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

日�

時　
11
月
28
日
㈭
10
時
30
分
～
11

時
30
分

場�

所
・
定
員　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
12
人

申�

し
込
み　
11
月
７
日
㈭
か
ら
土
木・

公
園
Ｇ
（
☎
�
４
１
１
５
）

第
17
回
『
障
害
者
週
間
』
記
念
事
業

自
衛
官
募
集

鬼
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

登
別
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催

す
い
み
ん
講
話

み
ど
り
の
講
習
会

～
苔こ

け

テ
ラ
リ
ウ
ム
作
り
～

問い合わせ　土木・公園グループ（☎�１０77）
　香風美化グループは、平成17年からこの
事業に参加し、道路の清掃や草刈りを行う
など、地域の生活環境向上にご尽力いただ
いています。

ゆずります
●果物酒びん（５㍑）●鳥籠●碁盤●ミキサー●
電動ベッド●ホームベーカリー●トースター

ゆずってください
●電動ミシン●草刈機●北海道登別明日中等教育
学校男子制服上下（165センチメートル）●座椅子●自転車大
人用（26㌅）●卓上ミシン●掃除機（コードレス）
●白菊幼稚園女子制服（120センチメートル）●バウンサー
（赤ちゃん用椅子）●ルームランナー●空ペット
ボトル（４㍑５本）

登別消費者協会（☎�8307）
火～金曜日（祝日を除く）10時～15時

※�無料に限ります。あっせん品としてふさわしくない
ものは登録できません。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
』
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12月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　（有）登和清掃（☎�０2００）

その他の問い合わせ
環境対策グループ（☎�２958）

※土・日曜日、祝日を除く９時～１7時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

新しい市役所本庁舎のお知らせ

新庁舎の建設工事を進めています

問い合わせ　
本庁舎整備推進
グループ（☎�１０９８）

　令和８年度中に供用開始を予定している市
役所新庁舎について、７月から建設工事を施
工しており、現在は建設予定地である旧陸上
競技場跡地で建物の基礎工事を進めています。
　工事期間中は工事車両の出入りなど、ご迷
惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願
いします。
　新庁舎に関する情報は、市公式ウェブサイ
トの専用ページにも公開していますので、ぜ
ひご覧ください。

田
た

中
なか

賢
けん

介
すけ

講演会
～日米20年のプロキャリアで学んだ～

これからの野球とは

防火訪問を
実施しています

日�

時　
12
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮
９
時

～
17
時

場�

所　
室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
29

－

１
）

定�

員　
20
人

日�

時　
11
月
14
日
㈭
９
時
30
分

料�

金　
１
万
５
千
400
円

※�

別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
。

※�

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�　
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
０
８
８
０
）

申�

し
込
み　
12
月
２
日
㈪
ま
で
に
日

本
ボ
イ
ラ
協
会
北
海
道
支
部
室
蘭

地
区
支
部
（
☎
㊸
５
６
９
６
）

場�

所　
同
セ
ン
タ
ー

対�

象　
60
歳
以
上
の
方

持�

ち
物　
筆
記
用
具

※�

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習

入
会
説
明
会

～
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

日�時　11月17日㈰
　�12時30分開場、13時30
分開演
場�所　市民会館大ホール
※�入場には整理券が必要
です。整理券は11月１
日㈮から市民会館、登
別支所、鷲別支所、若
草つどいセンターで配
布します。
※�当日は駐車場の混雑が
予想されますので、公
共交通機関による来場
にご協力ください。

問�い合わせ　文化・スポーツ振興
2024実行委員会（文化・スポー
ツ振興財団内・☎�１１１６）

　暖房器具を使い始める時期に
合わせ、10月から消防署員、消
防団員が75歳以上の単身世帯を
訪問し、火災予防の呼び掛けを
行っています。
※�消火器具などの販売、あっせ
んは行いません。
問�い合わせ　消防署警備�
グループ（☎�２５５１）

地　区 収集期間 申込期間
新生町　　
３・４丁目

12月２日㈪～
12月７日㈯　

11月18日㈪～
11月29日㈮　

鷲別町　　
１～３丁目

12月９日㈪～
12月14日㈯　

11月25日㈪～
12月６日㈮　

新生町　　
１・２丁目

12月16日㈪～
12月21日㈯　

12月２日㈪～
12月13日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚240円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

消防力の強化を進めています
令和７年４月新消防庁舎供用開始

問い合わせ　消防本部総務グループ（☎�９６１１）

　富岸町に建設中の新消防庁舎について、現在外構工事と舗
装工事を行っています。この影響により、庁舎前の歩道が狭
くなっていますので、通行の際はご注意ください。
　近隣住民の皆さんにはご迷惑をお掛けしていますが、引き
続きご理解とご協力をお願いします。
　新消防庁舎の供用開始に伴い、現在の消防署鷲別支署の機
能は令和７年４月以降新消防庁舎へ移転しますが、引き続き
消防団車両を配置し、地域防災の要である消防団鷲別分団の
拠点として活用します。

◀�最新�
情報は�
こちら

◀
建
設
工
事
の
様
子

▲建設中の新消防庁舎
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第17回
チャレンジ!!

ゼロカーボン

暖房
32.7㌫

冷蔵庫
14.9㌫照明

9.2㌫

給湯　12.6㌫

炊事　7.8㌫

その他
9.4㌫

待機電力　5.5㌫

温水便座　0.6㌫

パソコン・ルーター
0.9㌫

テレビ・DVD
4.2㌫

洗濯・乾燥
2.2㌫

 

 

職種 採用予定
人数 試験区分

年齢要件
※�その他の要件は募集要項をご
確認ください。

事務 ５人
程度

大学卒業
程度

平成10年４月２日以降に生
まれた方

民間等職
務経験者

平成６年４月２日以降に生
まれた方

土木 ３人
程度

大学卒業
程度

平成10年４月２日以降に生
まれた方

短大卒業
程度 平成12年４月２日以降に生

まれた方高校卒業
程度

民間等職
務経験者

平成６年４月２日以降に生
まれた方

キャリア
採用

昭和59年４月２日～平成６
年４月１日に生まれた方

建築 １人
程度

大学卒業
程度

平成10年４月２日以降に生
まれた方

短大卒業
程度 平成12年４月２日以降に生

まれた方高校卒業
程度

民間等職
務経験者

平成６年４月２日以降に生
まれた方

職種 採用予定
人数

年齢要件
※�その他の要件は募集要項を�
ご確認ください。

社会福祉士 １人
程度

平成６年４月２日以降に
生まれた方

保育士
（任期付フルタイム）

１人
程度

昭和45年４月２日以降に
生まれた方

試験科目 試験会場・日時

１次
試験

⑴�事務・土木・建築・
社会福祉士・ＳＰ
Ｉ３（性格検査・
基礎能力検査）

⑵�保育士（任期付フ
ルタイム）・ＳＰ
Ｉ３（性格検査）

⑴�テストセンター・申込者に別途
通知

　�鉄南ふれあいセンター・12月14
日㈯13時～15時30分

⑵�鉄南ふれあいセンター・12月14
日㈯13時～13時50分

２次
試験

面接試験
（予定） 市役所・令和７年１月下旬（予定）

令和７年度採用登別市職員を募集します 問�い合わせ　人事グループ（☎�１１３２）

申�込方法　11月15日㈮までに公務員採
用専門サイトから
※�詳しくは同サイトをご確認ください。

冬を迎えるにあたり、リビングで省エネしませんか

冬の暖房は、室温設定20℃が省エネの決め手
○石油ストーブの設定を２℃下げて20℃にした場合
　年間で灯油約35㍑、約4,000円の省エネ効果
○ガスストーブの設定を２℃下げて20℃にした場合
　年間でガス約30立法㍍、約5,000円の省エネ効果
○エアコン（暖房）の設定を１℃下げて20℃にした場合
　年間で電気約53㌗時、約2,000円の省エネ効果

家庭における電気の使用割合（冬期の１日間）

出展：経済産業省（冬期の省エネ節電メニュー）

熱交換システムの省エネポイント
熱交換システム（※）を導入すると灯油約370㍑、
約44,000円の省エネ効果

（※） 空気を外気と入れ換えるときに、出ていく空気
の持っている熱で、入ってくる外気を暖めるも
ので、通常捨てていた７割程度の空気を再利用
することができます。

問い合わせ　
環境対策グループ（☎�２９５８）

　市は、灯油を使用した既設の給湯器から高効率給湯機器などへの更新工事に対し、最大
60万円の補助事業を実施しています。対象としている『エコキュート』『エコジョーズ＋
コレモ』『エネファーム』は全て熱交換器が備わっており、省エネ効果の高い製品です。
　補助事業の詳細は市公式ウェブサイトをご確認いただくか、問い合わせください。

　冬は、暖房や給湯でエネルギーの使用が増え、家庭における電気使用
量全体のうち約35㌫を暖房が占めるといわれています。
　日々の暮らしの中で、無理のない範囲で省エネ・節電に取り組み、
『ゼロカーボンシティ登別』を目指しましょう。

▲�市公式�
ウェブサイト
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すすくくすすくく子育て子育て
いいきき いいきき 健 康健 康

乳幼児健康診査・健康相談（健康推進グループ・☎�０１００）
　 日時 場所 対象 内容 持ち物

４・５カ月児
健康診査

12月11日㈬
※時間は個別通知。

し
ん
た
21

令和６年
７月生まれ

診察、身体計測、栄養・育児相
談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えおむつ10カ月児

健康相談
12月26日㈭
※時間は個別通知。

令和６年
２月生まれ 身体計測、栄養・育児相談

１歳６カ月児
健康診査

12月25日㈬
※時間は個別通知。

令和５年
５月生まれ

診察、歯科検診、身体計測、栄
養・歯科・育児相談、フッ素塗
布（希望者800円）

母子健康手帳、
バスタオル

３歳児
健康診査

12月19日㈭
※時間は個別通知。 個別通知

診察、歯科検診、尿検査、身体計測、
視機能検査、栄養・歯科・育児相談

母子健康手帳、
フェイスタオル

５歳児相談
（年中児健康相談）

12月20日㈮
※時間は個別通知。

育児相談、集団遊び、視機能検査、就
学準備の講話、発達相談、栄養相談 母子健康手帳

すくすく☆
親子相談（※）

12月12日㈭
９時40分～10時30分

小学校入学前
の子どもとそ
の家族

発育・発達・育児・栄養などの
相談

母子健康手帳、
バスタオル

産前・産後相談
『ママあい』（※）

12月３日㈫、９日㈪、
18日㈬、23日㈪
①10時～、②11時15分～、
（各45分）

妊婦または生
後６カ月未満
の子どもとそ
の家族

授乳・育児などの相談（個別相
談）

母子健康手帳、
バスタオル、
替えおむつあそび相談

『ぽっぽ』（※）

12月４日㈬、10日㈫、●
11日㈬、▲12日㈭、16日
㈪、24日㈫、●25日㈬、
26日㈭
①10時～、②11時15分～、
③13時15分～（各45分）
●…①のみ、▲…③のみ

生後６カ月以
降の子どもと
その家族

遊び・育児などの相談（個別相
談）

※�『すくすく☆親子相談』は２日前まで、『ママあい』�
『ぽっぽ』は前日までに申し込みフォームからお申し�
込みください。
※�子育てに関するオンライン相談も受け付けています。�
相談を希望する３日前までに、市公式ウェブサイトか�
ら申し込みください。

○�定員について…抽選ではない場
合は、申し込み順となります。
○�申し込みについて…期限や期間
の記載がない場合は、当日直接
会場にお越しください。

▶鷲別子育て支援センター
　ウェブサイト鷲別子育て支援センター（☎�１２３５）

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み
消防署ってどん
なところ？
～鷲別支署に見
学に行こう～

11月８日㈮
13時～14時

小学校入
学前の子
どもとそ
の保護者

令和７年度から新消防庁舎に統合
される消防署鷲別支署で、消防職
員と施設内や救急車・消防車の見
学、子ども用防火服の着装
場所：消防署鷲別支署

20人

着替え、飲み
物（水やお茶）、
記念撮影用の
カメラ（スマ
ートフォン可）

11月７日㈭
まで

親子で楽しむ運
動遊び

11月12日㈫
11時30分～12時

理学療法士・佐
さ

藤
とう

優
まさる

さんによる、
リトミックや触れ合い遊びなど、
乳児期からの遊びの紹介

－

着替え、飲
み物（水や
お茶）など

－

鷲別子育て支援
センターに遊び
にいこう！

①11月15日㈮
②12月13日㈮
９時30分～10時

初めて鷲別子育て支援センター
を利用する親子を対象に完全予
約制での開放

各３組
①11月５日
㈫～８日㈮
②12月２日
㈪～６日㈮

まなブック 11月15日㈮
11時45分～12時

読み聞かせや絵本の紹介など絵
本の魅力を紹介する講座 － －

子どもの“自分
らしさ”を育む
ために
～多様な社会で
生きるためのヒ
ント～

11月15日㈮
13時～14時30分

公認心理師による、子どもが自
分らしく生きていくために大人
ができることについて学ぶ講座

５組 11月５日㈫
～８日㈮

手話講座 11月20日㈬
11時45分～12時

手話通訳専門員による、手話を
楽しく学ぶミニ講座

－ －母から子へ
～ぬくもりタッ
チ～

11月22日㈮
11時30分～12時

スポーツジム講師・佐
さ

々
さ

木
き

博
ひろ

美
み

さんによる、発達の促しに効果
的なスキンシップ方法について
学ぶ講座

※遊びに来た誕生月の子どもに、バースデーカードを差し上げます。職員にお声掛けください。

▲�オンライン�
相談

▲すくすく☆
親子相談

▲ママあい▲ぽっぽ

申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
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※�内容については、10月15日現在の情報を掲載しています。
イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
なっている場合がありますので、ご注意ください。
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食生活改善推進員の調理実習（例会）に
参加しませんか

からだスッキリ運動教室

やさしい精神保健講座

日�時　12月10日㈫10時　場所　しんた21
内�容　子どもと作れるメニューの調理実習
定�員　20人　参加料　500円
持�ち物　エプロン、三角巾、上履き、手拭き
申�し込み　11月22日㈮までに登別市食生活改善推進員協議会・
北
きた

山
やま

さん（☎080-5597-1254）

日�時　12月13日㈮10時～11時30分（９時45分～55分受け付け）
場�所　鷲別コミュニティセンター
対�象　19歳以上の市民
内�容　インストラクター・佐

さ

々
さ

木
き

博
ひろ

美
み

さんによる、家庭で行
えるストレッチ・筋力トレーニング、10分健康講話
定�員　20人（申込順）　参加料　300円
持�ち物　飲み物、タオル（運動ができる服装でお越し下さい）
※�託児（定員10人）を希望する方は申し込み時に申し出くだ
さい。
申�し込み　11月22日㈮までに申し
込みフォームか電話で健康推進
グループ（☎�０１００）

　心の病気や精神障がいへの理解を
深めることを目的に、精神科医師な
どによる講義、精神障がい者施設見
学、当事者の体験や活動の報告など、
４回に分けて実施します。
日時　
・�・�第１回（精神科医師の講義）11月
25日㈪13時30分～15時30分

・�・�第２回（市職員・精神保健福祉士
の講義）12月２日㈪13時30分～15
時30分

・�・�第３回（施設見学）12月３日㈫～
13日㈮のうち１日

・�・�第４回（活動紹介・グループワー
ク）12月16日㈪13時30分～15時30
分

場�所　鷲別コミュニティセンター
対�象　18歳以上の方
定�員　30人　
申�し込み　11月18日㈪までに室蘭地
方精神保健協会事務局

� （☎㉔９８４３・ ㉓１４４６）

▶中央子育て支援センター
　ウェブサイト中央子育て支援センター（☎�３７１５）

日時 対象 内容 持ち物
子育て講座
『親子あそび～乳幼児期
の運動発達とあそびにつ
いて～』

12月４日㈬
10時30分～
12時

小学校入学前
の子どもとそ
の保護者

理学療法士・佐
さ

藤
とう

優
まさる

さんによる、運動
発達についての悩みや運動発達を促す
遊び方についての相談、体幹を鍛える
遊びや親子遊びの実践

着替え、おむつ、
飲み物（お茶や
水、ミルク）

※遊びに来た誕生月の子どもに、バースデーカードを差し上げます。職員にお声掛けください。

▶富岸子育てひろば
　ウェブサイト

富岸子育てひろば　（亀田記念公園管理棟２階かめだわんパーク内）
（登別自然活動支援組織モモンガくらぶ・☎080－1890－0865）

日時 対象 内容 定員 参加料 持ち物 申込期限

出張子育てひろば
ふぁれすと鉱山に行
こう

11月８日㈮
10時～12時 小学校入学

前の子ども
とその保護
者

ふぉれすと鉱山の散歩、
火おこししたたき火で
お芋を焼いて食べる
場所：ふぉれすと鉱山

20人 100円
暖かい服
装、靴、
飲み物

11月７日㈭

お楽しみ会
楽しい物語の世界へ

11月12日㈫
11時～12時

本に親しみ親子で楽し
い時間を過ごす －

－ －

－

子育てＣ
カ フ ェ

ＡＦＥ
『幼児期の行動の背
景』

11月27日㈬
10時～12時

小学校入学
前の子ども
がいる方
※託児あり。

幼児期のいろいろな行
動の背景に触れ、その
背景に合わせたアプロ
ーチを学ぶ

15人 11月26日㈫

マタニティc
カ フ ェ

afé
見て学ぼう！子ども
の成長

11月30日㈯
10時30分～
12時

妊婦の方
（子ども連
れ可）

０～２歳の発育の段階
で現れる子どもの様子
を見学するほか、実際
に触れ合う時間を過ご
す

５人 11月28日㈭

とんこフレンズパー
クの日
自然物を使ってクリ
スマス工作

12月７日㈯
10時30分～
12時

小学校入学
前の子ども
とその保護
者

自然物を使ったクリス
マス工作を楽しむ 20人 100円

暖かい服
装、靴、
帽子、飲
み物

12月５日㈭

▶�申し込み�
フォーム
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日程 時間 場所
11月14日㈭ 13時30分

～15時30
分

鷲別コミュニティセンター
11月20日㈬ ヌプル
11月21日㈭ 市民会館

日時 診療所・住所・電話

11月10日㈰
９時～11時

さとう歯科小児歯科� （☎�１４１４）
登別市新生町２丁目14－１

ほほえみファミリー歯科
� （☎０１４２㉓５００６）
伊達市末永町62－17

11月17日㈰
９時～11時

ありじ歯科クリニック� （☎�５０４１）
室蘭市宮の森町４丁目22－39

11月23日㈯
９時～11時

いしい歯科� （☎㊹３３６７）
室蘭市東町２丁目22－６

11月24日㈰
９時～11時

いちはし歯科� （☎�４３２３）
室蘭市本輪西町３丁目６－13

12月１日㈰
９時～11時

御前水歯科クリニック� （☎㉔８１４８）
室蘭市御前水町２丁目６－20

11・12月の歯科救急医療11・12月の歯科救急医療

保育施設名 所在地 定員 電話番号 運営事業者

富士保育所 富士町７丁目
２－１ 120人 �２５５７

－
鷲別保育所 鷲別町４丁目

36－18 120人 �７２５４

登別保育所 登別本町２丁
目25－９ 60人 �１１３３

学校法人登別立正
学園幌別東保育

所
幌別町８丁目
17 90人 �０１５１

もみの木こ
ども園

新生町３丁目
13－３ 90人 �９５１５ 社会福祉法人彩咲

会

クラブ名 所在地 電話番号 対象通学区
富岸児童クラブ 富岸町２丁目13－15 �００３４ 富岸小学校

若草児童クラブ 若草町１丁目１－２・若草小
学校内 �００１１ 若草小学校

青葉児童クラブ 青葉町３－３・青葉小学校内 070－7403－4624 青葉小学校

幌別西児童クラブ 片倉町５丁目13・幌別西小学
校内 �３５７０ 幌別西小学校

鷲別児童クラブ 鷲別町４丁目36－６・鷲別児
童館内 �０００３ 鷲別小学校

登別児童クラブ 登別本町３丁目25－２・登別
小学校内 �１１７７ 登別小学校

（※）
幌別児童クラブ
（常盤児童クラブ）

中央町６丁目19－１・幌別児
童館内（常盤町２丁目34－９
・常盤児童館内）

�１８４０ 幌別小学校、
幌別東小学校

ブックファーム　あーにす
～登別市市民自治推進委員会～

シニアモルック体験

令和７年度保育所入所児童を募集します

令和７年度放課後児童クラブの入所児童を募集します

　親子で読書に親しめる空間になっていますので、ぜ
ひお立ち寄りください。
　読み聞かせ活動団体の『おはなしりぼん』による読
み聞かせもあります。
日時　11月16日㈯10時～12時
場�所　アーニス２階（観光経済部執務室となり）
問�い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）

　介護予防や生活習慣病などの改善を目的に、フィン
ランド発祥の生涯スポーツ『モルック』を体験してみ
ませんか。

対�象・定員　原則65歳以上の方・各日20人
申�し込み　11月12日㈫までに申し込みフォーム
か電話で健康長寿グループ（☎�１０７５）

入�所要件　�保護者の仕事や病気、出産（予定日の前後
各８週間）、家族の介護、求職活動などの理由により、
日中子どもの保育が困難な家庭の入所時点で満６カ月
～小学校入学前の子ども
開�所日時　月～土曜日７時15分～18時15分（祝日、12月
29日～１月３日を除く）
※�１時間の延長保育あり。
申�し込み　12月２日㈪～６日㈮にこども育成グループ
（☎�５６３４）、各支所、各保育所、各子育て支援
センターに備え付けの申請書に必要事項を記入の上、
同グループまたは各保育所に提出
※�申請書の配布は11月１日㈮から行います。申請書には
世帯全員の個人番号の記入が必要です。

入�所要件　保護者が就労・疾病などの理由
により日中家庭におらず、集団生活がで
き医療行為などを必要としない小学生
開�所日時　月～金曜日の放課後（学校休業
日は８時）～18時30分、土曜日８時～18
時（祝日、12月29日～１月３日を除く）
申�込方法　11月18日㈪～12月14日㈯に申し
込みフォームで申請後、各クラブへ就労
証明書などを提出
※�申し込みフォームは後日市公式ウェブサ
イトに掲載予定です。
問�い合わせ　こども家庭グループ
� （☎�１０７８）
※�募集案内は、市内保育所、幼稚園、放課
後児童クラブで配布予定です。
※�申請者には郵
送で結果をお
知らせします。

※入所希望者が定員を超えた場合は、公正な選考により入所を決定します。

※�常盤児童クラブは令和７年４月から幌別小学校敷地内に移転する幌別児童館と集約し、
幌別児童クラブとなります。

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

▶�詳しくは、市公式
ウェブサイトをご
覧ください。
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○�定員について…抽選ではない場合
は、申し込み順となります。
○�申し込み…期限や期間の記載がな
い場合は、当日直接会場にお越し
ください。

わくわくおでかけ
ナビゲーション！
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　　のぼりん（☎�６８６６）
イベント 日時 対象 内容 定員

市民活動パワー
アップ講座

11月13日㈬
13時30分～15時

市民活動の運営や
これから立ち上げ
を考えている方

Ｌ
ラ イ ン

ＩＮＥ電話の体験
持�ち物：ＬＩＮＥが利用できるスマートフ
ォン

５団体
※１団体
２人

大正琴教室 11月15日㈮
10時～11時30分

18歳以上の方

数字の楽譜を見て弦をピックで弾く
講師：岡

おか

田
だ

さん ５人

パステル画教室 11月15日㈮
10時～12時

パステルで身近なものを描き写す
講師：武

たけ

田
だ

さん　材料費：1,000円 10人

子ども将棋教室 11月17日㈰
10時～12時

小学生以上（小学
生は保護者同伴）

対局を通して将棋を楽しむ
講師：佐

さ

藤
とう

さん 10人

囲碁教室 11月30日㈯
10時～12時 小学生以上 基本を学び碁を楽しむ

講師：熊
くま

谷
がい

さん 10人

ふらっ登
と

Ｃ
コ

Ｏナイト 11月８日㈮
19時～20時

－

さまざまな分野の専門家の話を直接聞く
主催：ふらっ登
問い合わせ：増

ます

田
だ

さん（☎090-1252-4474）
－

今月の展示
気の向くままに

11月12日㈫９時
～22日㈮22時

風景写真ほかの展示
主催：シニアカメラ同好会
問い合わせ：今

こん

野
の

さん（☎090-1300-2193）
※定員になり次第、締め切ります。
※イベントの開催状況などについては、のぼりんウェブサイト（https://noborin.org/）をご覧ください。

　　市立図書館（☎�４３２４）・アーニス分館（☎�２１８２）
イベント 日時 対象 内容 定員

えほんのへやの
おはなしかい

11月９日㈯
14時 幼児～（幼児は

保護者同伴）

絵本の読み聞かせと紙芝居 －

こども映画会 11月９日㈯
15時 『だいじょうぶ　だいじょうぶ』 10人

アフタヌーンシアター
（映画会）

11月10日㈰
13時30分

－
『新しい風』 10人

絵本を楽しむ会 11月13日㈬
13時30分 大人も楽しめる絵本と紙芝居

－
おはなしぽけっと 11月16日㈯

11時00分
幼児～（幼児は
保護者同伴）

絵本の読み聞かせ、エプロンシアターなど

12月のクリスマス
カレンダーをつくろう

11月30日㈯
①11時～12時
②14時～15時

折り紙や画用紙で、クリスマスの楽しいカレ
ンダー作り　場所：アーニス分館
申�し込み：11月８日㈮10時からアーニス分館

各
５組

クリスマス工作 12月７日㈯
10時30分～12時

４歳児～小学生
（親子か兄弟２
人で１組）

とびだす！ポップアップクリスマスカード作り
申�し込み：11月21日㈭～12月５日㈭の10時～
18時に市立図書館

８組

※�市立図書館の11月の休館日は、４日㈪、11日㈪、18日㈪、23日㈯、25日㈪、29日㈮
※�アーニス分館の11月の休館日は、７日㈭、14日㈭、21日㈭、28日㈭、29日㈮

12月１日からカント・レラは冬季休館します
来年度は令和７年４月１日㈫から開館します。

休館中の問い合わせ　社会教育グループ（☎�１１２９）
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※�内容については、10月15日現在の情報を掲載して
います。イベントなどについて、中止や延期とな
っている場合がありますので、ご注意ください。
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　　ふぉれすと鉱山（☎�２５６９）
イベント 日時 対象 内容 定員 参加料 申し込み

いきもの相談室 11月９日㈯・23日㈯
13時30分～15時 － 生き物について学べるスペー

ス・相談室がロビーにオープン － － －

秋の森散歩 11月９日㈯
13時～14時30分 18歳以上 森の冬支度を一緒にのぞく 15人 100円 11月８日㈮

まで

Ｋ
コ ン グ

ｏＮＧ主管ツリー
ウォッチング

11月10日㈰
10時～12時 小学生以上 樹木について楽しく学ぶ 20人 100円 11月９日㈯

まで

木の学校② 11月16日㈯
10時～14時

18歳以上
木べらを作る ７人 1,000円

11月15日㈮
までコーザンぶらり

歴史探訪
11月16日㈯
10時～12時

幌別鉱山の歴史、地質を学
び楽しむ 20人 200円

親子で知ろうヒグマ
のこと

11月17日㈰
13時30分～15時

小学生以上
の親子

ヒグマについて正しく学ん
で自然を楽しむ ５組 100円 11月16日㈯

まで

足元からはじめる環
境保全④

11月23日㈯
10時～13時

18歳以上

まき割りとネイチャーサウ
ナ体験 20人

－

11月22日㈮
まで

利用者懇談会
～一般編

11月24日㈰
13時～14時30分

ふぉれすと鉱山の取り組み
紹介と意見交換、要望聴取 － －

自然体験活動指導者
（N

ニ ー ル

EALニールリー
ダー）養成講座

①12月13日㈮
②12月14日㈯
・15日㈰

自然体験活動指導者の育成
講座【時間・場所】①18時30分
～20時30分・のぼりん、②９
時～18時・ふぉれすと鉱山

10人 3,000円 12月12日㈭
まで

クリスマスウィーク
～どんぐりオーナメ
ントづくり

12月１日㈰～14日㈯
９時～17時30分
※休館日除く。

どなたでも
※小学生以下
は保護者同伴。

どんぐりを使ってオーナメ
ントを作る － 200円 －

森のようちえん
①のびのびコース
②もりもりコース

12月８日㈰
10時～13時

①２～４歳と
その保護者
②4（年中）～6歳

たき火遊び
①15組
　30人
②15人

200円 *�11月17日㈰
～22日㈮

山の学校 12月14日㈯10時
～15日㈰12時

小学４～中
学３年生

ログハウス『ガウディ』に
宿泊し自然体験活動を行う 15人 2,500円 *�11月24日㈰

～29日㈮

ながぐつレンジャー
年越し準備と鏡餅づくり

12月21日㈯
10時～15時 小学生 館内清掃と餅つき 30人 300円 *�11月９日㈯

～15日㈮
※『*』は、申込期限以降もキャンセル待ち登録（定員に満たない場合は申し込み）ができます。
※�野外で行うイベントには、野外で活動できる服装や帽子、手袋、防寒着、その他必要な物を持参してください。
※イベントの開催状況などについては、ふぉれすと鉱山のウェブサイト（https://forestkouzan.org/）をご覧ください。

知
ち

里
り

幸
ゆき

恵
え

銀のしずく記念館のお知らせ　
� 問い合わせ（☎�５６６６）

市民ミニバレー大会を開催します
～文化・スポーツ振興財団～

２０２４新収蔵資料公開展
期�間・場所　12月20日㈮まで・２階展示コーナー
内�容　『アイヌ神謡集』韓国語訳と『序文』の多言語訳
35語、八雲町木彫熊資料館の『徳川義親のイタ（盆）』
紹介、森舎の森のホオノキ製のトンコリ
入�館料　500円（市民250円、高校生200円、小・中学生
100円、友の会会員は無料）

日�時・場所　12月８日㈰９時・総合体育館
種目　一般の部、競技者の部（各部男女別）
参加料　１チーム3,500円（１チーム５人）
申�し込み　11月13日㈬～27日㈬に総合体育館備え付け
の申込書に参加料を添えて同館（☎�５５５２）

アイヌの星のはなし
日�時・場所　11月17日㈰16時30分～17時30分・研修室
内�容　アイヌにある星（ノチウ）のお話。プラネタリウ
ムを見ながら、オリオン座の三つ星すばるなどにまつ
わる物語を聞く
講�師　矢

や

崎
ざき

春
はる

菜
な

さん（同館ボランティア）
定員　10人
参加料　100円
申し込み　11月16日㈯までに同記念館
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　　郷土資料館（☎�１３３９）
イベント 日時 対象 内容 定員 参加料 申し込み

新そば～
手打ちそば体験教室

11月16日㈯
・17日㈰
10時～12時 どなたでも

※小学生は保
護者同伴

新そばのそば打ち体験
持ち物：エプロン、三角巾、手
拭き２枚、上履き、持ち帰り容器

各10人 1,300円 11月10日㈰
まで

資料館の冬～楽しい
お正月あそびをしよう

12月１日㈰
９時50分～12
時

郷土かるたやお餅つき体験 20人 300円 11月13日㈬
～27日㈬

２０２５年しめ飾り
作り

12月14日㈯
10時～12時
13時～15時

小学生以上
※小学３年生以
下は保護者同伴

スゲを使ったしめ飾り作り
１家庭２個まで 20人

１個に
つき
300円

11月20日㈬
～12月４日
㈬

申�し込み　11月５日㈫～19日㈫17時に同大学ウェブサイトの申
し込みフォーム、Ｅメール（chiiki@muroran-it.ac.jp）、フ
ァクス（ ㊻５０３１）で研究推進課（☎㊻５０１６）
①プラスチック分別から考える循
環型社会
日�時　11月23日㈯９時～10時30分
対�象　高校生以上
内�容　プラスチックという素材を
知り再資源化のきっかけを学ぶ
定�員・参加料　10人・1,000円

③学ぼう!!北欧デンマークのクリ
スマス
日�時　12月７日㈯10時30分～12時
対�象　中学生以上
内�容　デンマークならではのクリ
スマスの習慣や食べ物などを学ぶ
定�員・参加料　20人・1,000円

②焙煎と抽出を知って最高の一杯
をあなたに～カフェのサイエンス
日�時・対象　12月７日㈯・14日㈯
９時～10時30分・高校生以上
内�容　飲み物に隠れた分子の活躍
を身体（五感）で感じる
定�員・参加料　12人・1,000円

④台湾華語入門講座
日�時　12月７日㈯・14日㈯・21日
㈯13時30分～15時30分
対�象　高校生以上
内�容　台湾で話されている中国語
を学ぶ
定�員・参加料　６人・1,000円

①L
レ ゴ

EGOとS
ス ク ラ ッ チ

cratchであそぼう
日�時　11月23日㈯10時30分～12時
対�象・定員　小学１～３年生・10人
②S

ス ク ラ ッ チ

cratchで自分だけのア
クションゲームを作ろう
日�時　11月23日㈯14時～16時
対�象・定員　小学４～６年生・10人
申�し込み　同アリーナウ
ェブサイトの『イベン
トコーナー』から

燻製作りを体験しませんか
～文化・スポーツ振興財団～
日�時　11月22日㈮14時～16時
場�所　市民会館
対�象　市内に居住か通勤する方
内�容　卵、鶏肉などの燻製作り　
定�員・参加料　20人・1,300円
申�し込み　11月５日㈫～15日㈮に
同財団（☎�１１１６）
室蘭工業大学ロボット
アリーナ体験教室

室蘭工業大学公開講座

� 問い合わせ（☎㊻５３３７）
　プログラミングの基礎を学びな
がらゲームを作ります。

子どもスポーツ体験会
～スポーツ少年団本部～

　『楽しむ』をコンセプトに幼児
や小学生がさまざまなスポーツに
触れられる体験会を開催します。
日�時　12月７日㈯10時～12時
場�所　総合体育館
問�い合わせ　吉

よし

田
だ

さん
� （☎080-5830-8772）
クリンクルセンター

オータムコンサート2024
～登別環づくり市民委員会～
日�時・場所　11月７日㈭17時30分
開場、18時開演・同センター
内�容　登別中学校吹奏楽部の演奏
問�い合わせ　同委員会（日鉄環境
エネルギーソリューション内・
☎�２３３０）
サウザンドパワーライブ
日�時　11月17日㈰13時30分～16時
30分
場�所　鷲別コミュニティセンター
内�容　オカリナのアンサンブル・
ソロ演奏
問�い合わせ　中

なか

居
い

さん
� （☎�６２６２）

元アナウンサーと朗読体験
～登別朗読ボランティアの会～
日�時　11月14日㈭10時30分～12時
場�所　のぼりん
内�容　朗読の基礎、発声、発音、
イントネーションなど
講�師　穴

あな

水
みず

重
しげ

雄
お

さん
問�い合わせ　登別市ボランティア
センター（☎�２０８０）
北海和鼓コンサート2024

日�時・場所　11月16日㈯13時30分
開場、14時開演・室蘭市市民会館
料�金　4,000円、高校生以下2,000
円（未就学児無料・当日500円増）
チケット販売所（市内）　
・・アーニス（☎�２１２１）
・・㈲カナザワ電装（☎090-6990-7716）
問い合わせ　同コンサート事務局
� （☎090-6990-7716）

第51回蘭岳コンサート
日�時・場所　11月23日㈯14時開場、
14時30分開演・室蘭工業大学
内�容　ルーランド・デュイ、田

た

中
なか

利
り

惠
え

によるチェロとピアノ演奏
定�員　100人
申�込方法　申し込みフォームや往
復はがき・ファクスに必要事項
（①氏名、②電話番号かＥメー
ルアドレス③希望人数（２人ま
で）を記入し11月11日㈪までに
室蘭工業大学研究推進課『蘭岳
コンサート係』（〒050-
8585室蘭市水元町27－
１・ ㊻５０３１）
問い合わせ　同大学研究推進課
� （☎㊻５０１６）

22 ２０２4．11月号 � わくわくおでかけナビゲーション

https://forms.office.com/r/XRqnAbDduC
https://u.muroran-it.ac.jp/robot_arena/
https://muroran-it.ac.jp/
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=JCjY6SqdjUOyytgHHKqBJTO_MMuQq2NPlcfbwpw1lv1UMzlYQ05QN0xYNzFSRlNXQ0JWWlRJQTlFSC4u&route=shorturl
https://u.muroran-it.ac.jp/robot_arena/
https://muroran-it.ac.jp/


今月の新着図書
市立図書館
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相談困った！ときにはまず
※1～※5は、申請フォームからも
　申し込むことができます。

※
５

※

４

※

３
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１

こどものほん

二月二十六日のサクリファイス

◇常夏荘物語� 伊
い

吹
ぶき

有
ゆ

喜
き
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◇左太夫伝� 佐

さ

々
さ

木
き

譲
じょう

�著
◇かごいっぱいに詰め込んで� 真

ま

下
した

みこと�著

チビ、にげろ！８ぴきのだいだっそう

　８ぴきのどうぶつたちが暮
く

らすのは、とじこめ
られたオリの中

なか

。お母
かあ

さんに会
あ

いたいと願
ねが

うこい
ぬのチビのために、７ひきのなかまたちは脱

だっ

走
そう

を
計
けい

画
かく

します。はしってにげて、その先
さき

へチビたち
は駆

か

け抜
ぬ

けます。

　侍従武官長を義父に持ち、蹶
けっ

起
き

した青年将校と
もつながっていた山

やま

口
ぐち

一
いち

太
た

郎
ろう

大尉。二・二六事件
の重要容疑者である彼の調査を憲兵隊員・林

はやし

逸
いっ

平
ぺい

が任せられるも、なぜか戒厳司令部参謀・石
いし

原
はら

莞
かん

爾
じ

が協力すると言い出してきた。軍や国家の歪み
を描き出す歴史小説です。

はせがわゆうじ�作
さく

谷
や

津
つ

矢
や

車
ぐるま

�著

◇はばたいたフトン� さかもとすみよ�絵
え

◇全
ぜん

校
こう

生
せい

徒
と

ラジオ� 有
あり

沢
さわ

佳
か

映
え

�著
ちょ

◇図
ず

画
が

工
こう

作
さく

ｄ
デ

ｅたのしい作
さく

品
ひん

づくり�組
く

み紙
がみ

� 柴
しば

田
た

芳
ほう

作
さく

�監
かん

修
しゅう

幌別地区手づくり祭りへ出店

オープンキャンパス

　９月に行われた第36回幌
別地区手づくり祭り。
　本校では、ＩＴを活用し
た体験コーナーを出店しま
した。
　ＩＴスペシャリスト科の
学生らが学んだスキルを生
かして、ボール型のロボッ
トやＶＲを使ったゲームコ
ーナーを企画し、訪れた子どもを中心に地域の方々
との交流を図りました｡

11月９日㈯10時30分～14時30分
　　23日㈯10時30分～14時30分
最新の情報はウェブサイトをご確認ください
問い合わせ　入学広報室（☎0120-666-965）

相談名・内容　 日時  場所・申し込み・問い合わせ

無料法律相談※1�（定員６人）
（交通事故や金銭貸借、損害賠償、離婚問題など）

12月21日㈯
10時～13時

鉄南ふれあいセン
ター

12月13日㈮までに市民協働
グループ（☎�２１３９）

くらしの無料相談�（定員10人）
（相続や遺言、各種契約、官公署提出書類など）

11月23日㈯
10時～12時30分

11月22日㈮までに
行政書士甲田啓一事務所
（☎�４８３９）

市民相談※2�
（市民生活や多重債務、離婚、家庭内暴力など）

月～金曜日
９時～17時30分
（登別消費者協会は、
火～金曜日の10時～15
時）、（こども相談室に
つながらない場合は市
代表電話（☎�２１１
１）へ）

市民協働グループ（☎�２１３９）

消費生活相談
（契約、解約、インターネット通販のトラブルなど）

消費生活センター（☎�３４９１）
登別消費者協会（☎�８３０７）

生活にお困りの方の相談窓口※3
（仕事や生活などの困りごと） 生活支援相談室（☎�１９１１）

児童虐待についての相談窓口※4
（虐待が疑われる子ども・家庭の情報）

こども相談室（☎�６６７７）
室蘭児童相談所（☎�４１５２）
児童相談所共通ダイヤル（☎189）

障がいのある方の就労相談窓口※5 11月21日㈭
13時～16時

11月14日㈭までに障がい福祉グループ
（☎�３７３２）

人権相談所
（人権問題、雇用問題、いじめや体罰、差別など）

月～金曜日
８時30分～17時15分 札幌法務局室蘭支局（☎㉒５１１１）

若年者等キャリアカウンセリング（市委託事業）
（就職活動などでの不安や悩みなど）

水・金曜日８時30分～
17時、月～金曜日17時
以降（予約制）

職業訓練センター
登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

11月９日㈯・23日㈯
10時～17時 地域職業相談室

無料労働相談（市支援事業）
（�解雇や労働条件の引き下げ、職場内のパワハラ
など）

月～金曜日10時～16時
（第１・３水曜日は20
時まで）（予約制）

連合登別事務所 事前に連合登別
（☎�３３３７）

11月22日㈮、12月６日
㈮10時～16時（予約制）

鉄南ふれあいセン
ター

希望日の１週間前までに
連合登別（☎�３３３７）

23  ２０２4．11月号  困った！ときにはまず相談・日本工学院北海道専門学校・今月の新着図書
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https://logoform.jp/f/f1oAV
https://logoform.jp/f/TMbG2
https://logoform.jp/form/szZL/80111
https://logoform.jp/f/CsKGk
https://www.nkhs.ac.jp/
https://logoform.jp/form/szZL/495514
http://www.noboribetsu.ed.jp/%7Eiinkai/library/html/guide5html/guide5f.html
https://logoform.jp/form/szZL/75749
https://logoform.jp/f/f1oAV
https://logoform.jp/form/szZL/80566
https://logoform.jp/form/szZL/80111/


開
か

れた
議会を目指し
て

124号
発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会／発行日： 2024.11.1

市議会ウェブサイトやフェイスブックページで、
議会の活動や各種情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

　
本
年
８
月
25
日
︵
日
︶
︑
恒
例
の
鬼
踊
り
大
群
舞

に
登
別
市
議
会
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
︒

　
地
獄
ま
つ
り
は
︑
昭
和
39
年
９
月
に
本
市
の
新
た

な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
︑
登
別
地
獄
谷
に
ち
な
ん
で
鬼

を
主
役
と
し
た
登
別
温
泉
独
特
の
観
光
ま
つ
り
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
︑
例
年
８
月
の
最
終
の
土

日
に
開
催
さ
れ
︑
61
回
目
と
な
る
今
回
は
︑
３
日
間

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
︒

　
鬼
踊
り
は
︑
地
獄
ま
つ
り
に
来
場
さ
れ
た
方
々
も

一
緒
に
楽
し
め
る
も
の
と
し
て
創
作
さ
れ
ま
し
た
︒

　
浴
衣
姿
の
宿
泊
客
を
は
じ
め
︑
市
内
の
各
団
体
が
︑

夏
の
夜
の
極
楽
通
り
を
浴
衣
姿
で
踊
る
姿
は
︑
登
別

温
泉
の
夏
の
風
物
詩
と
も
い
え
ま
す
︒

　
本
市
議
会
は
︑
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒�

︵
若わ

か

木き

︶

委員会だより�� �❷ページ
一般質問�� �❸～❺ページ
補正予算審査�� �❻ページ

令和６年第３回定例会における議案の賛否状況

地
獄
ま
つ
り

「
鬼
踊
り
大
群
舞
」
に
参
加

　第３回定例会で上程された議案はすべて可決されま
した。
　また、議案第64号登別市特別職の職員の給与に関す
る条例の一部改正について、今後は本市が置かれてい
る状況を考慮した社会的責任の在り方を熟慮するよう
附帯意見を決議しました。

目　　次

議 員 1 2 名 が
市 政 を 問 う一 般 質 問

令和６年第３回定例会

［令和６年９月17日㈫～９月20日㈮］
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行
政
視
察
を
終
え
て

 

共
生
社
会
の
推
進
を

下
水
道
消
費
税
の

 

過
大
納
付
と
再
発
防
止

議
長
諮
問
事
項
に
係
る

 

中
間
報
告

活
動
の
集
大
成
へ

 

向
け
て

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
聴
・
公
開
委
員
会

　
本
委
員
会
は
７
月
16
日
か
ら
18
日

に
か
け
て
︑
福
岡
県
久
留
米
市
︑
小

郡
市
と
大
分
県
別
府
市
に
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
︒

　
本
年
１
月
30
日
に
開
催
し
た
行
政

視
察
報
告
会
の
中
で
︑
参
加
さ
れ
た

多
く
の
皆
様
の
関
心
事
が
︑
公
共
交

通
の
在
り
方
で
あ
る
と
感
じ
︑
小
郡

市
と
別
府
市
の
地
域
公
共
交
通
の
先

進
事
例
に
つ
い
て
︑
ま
た
︑
久
留
米

市
は
地
域
共
生
社
会
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
︒

　
今
後
︑
高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納

後
な
ど
を
見
据
え
た
︑
新
た
な
地
域

公
共
交
通
の
可
能
性
や
︑
久
留
米
市

が
行
っ
て
い
る
公
的
支
援
と
地
域
が

支
え
合
う
支
援
を
重
ね
あ
う
共
生
社

会
の
取
り

組
み
な
ど

を
参
考
に
︑

本
市
に
見

合
っ
た
政

策
提
言
に

つ
な
げ
て

い
き
ま
す
︒

︵
今こ

ん

野の

︶

　
本
委
員
会
は
︑
今
回
の
事
案
に
つ

い
て
再
発
防
止
と
原
因
究
明
に
向
け

た
所
管
事
務
調
査
の
た
め
︑
都
市
整

備
部
な
ど
と
２
回
の
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
︒

　
そ
の
中
で
︑
各
委
員
か
ら
今
後
の

再
発
防
止
の
た
め
に
は
事
務
作
業
の

流
れ
を
検
証
し
︑
消
費
税
の
税
制
が

変
わ
る
際
に
は
︑
二
重
三
重
の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
敷
い
て
︑
国
か
ら
の
情

報
や
専
門
家
と
の
相
談
体
制
並
び
に

前
例
踏
襲
で
は
な
く
︑
既
成
概
念
に

捉
わ
れ
ず
に
︑
予
見
を
持
っ
て
柔
軟

な
検
査
体
制
の
構
築
を
心
が
け
る
よ

う
︑
意
見
が
あ
り
ま
し
た
︒

　
後
日
︑
都
市
整
備
部
か
ら
の
回
答

を
精
査
し
た
上
で
︑
今
後
の
委
員
会

活
動
の
推

進
に
向
け

た
取
り
組

み
を
行
い

ま
す
︒

︵
田た

中な
か

︶

　
議
長
諮
問
で
あ
る
︑
議
論
す
る
議

会
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
︑
議
員

個
々
の
質
問
状
況
な
ど
を
よ
り
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
︑

市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
記
載
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
︒

　
議
論
す
る
一
般
質
問
を
経
た
政
策

形
成
に
つ
い
て
は
︑
議
会
基
本
条
例

第
15
条
︵
議
員
提
案
︶
の
積
極
的
な

運
用
及
び
一
般
質
問
か
ら
の
提
起
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
︑
協

議
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

　
ま
た
︑
議
員
定
数
を
考
え
る
議
員

連
盟
に
よ
り
︑
議
員
定
数
条
例
改
正

に
向
け
た
全
員
協
議
会
の
申
し
出
が

あ
り
︑
本
会
議
最
終
日
に
次
期
改
選

時
に
お
け
る
議
員
定
数
の
削
減
・
現

状
維
持
な

ど
︑
そ
れ

ぞ
れ
の
意

見
を
交
わ

し
ま
し
た
︒

�

︵
宮み

や

武た
け

︶

　
本
委
員
会
の
活
動
も
残
す
と
こ
ろ

約
６
カ
月
と
な
り
ま
し
た
︒

　
よ
り
身
近
で
多
様
性
の
あ
る
議
会

を
目
指
し
て
活
動
を
進
め
て
き
た
中

で
︑
今
年
度
に
お
い
て
の
大
き
な
取

り
組
み
は
︑
地
方
議
会
制
度
の
理
解

促
進
を
目
的
と
し
た
︑
市
議
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
市
議
会
の
あ
ら
ま
し
ペ

ー
ジ
を
作
成
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
︒

　
所
属
委
員
の
創
意
工
夫
の
中
︑
多

く
の
方
の
目
に
触
れ
︑
こ
れ
か
ら
の

未
来
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
た

め
に
も
︑
生
活
に
身
近
な
政
治
が
わ

が
ま
ち
の
議
会
に
あ
る
こ
と
が
︑
若

い
世
代
に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
︒

　
今
後
は
︑

さ
ら
な
る

波
及
を
狙

っ
た
キ
ッ

ズ
ペ
ー
ジ

や
議
会
フ

ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
に

ご
期
待
く

だ
さ
い
︒

︵
伊い

藤と
う

︶

▲行政視察の様子

▲観光・経済委員会の様子

▲全員協議会の様子

▲市議会のあらましページの表紙

議
案
審
査
と
今
後
の

 

取
り
組
み
に
つ
い
て

総
務
・
教
育
委
員
会

　
議
案
審
査
に
当
た
っ
て
は
︑
各
委

員
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
お
い
て
質
疑

し
︑
可
決
か
否
決
か
を
慎
重
に
判
断

し
て
お
り
ま
す
︒

　
今
回
の
議
案
審
査
に
お
い
て
︑
特

に
慎
重
に
審
議
し
た
案
件
は
︑
登
別

市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
で
す
︒

　
原
案
に
つ
い
て
は
︑
賛
成
と
反
対

の
意
見
に
分
か
れ
︑
最
終
的
に
は
原

案
ど
お
り
可
決
す
る
も
の
の
︑
付
帯

決
議
を
付
す
る
事
と
し
ま
し
た
︒

　
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
︑
登
別
市

障
害
者
福
祉
関
係
団
体
連
絡
協
議
会

と
の
意
見
交
換
会
の
中
で
︑
災
害
時

の
対
応
に
お
け
る
︑
福
祉
避
難
所
の

開
設
や
収
容
人
数
な
ど
に
関
す
る
意

見
を
い
た

だ
い
た
こ

と
か
ら
︑

資
料
要
求

の
た
め
の

所
管
事
務

調
査
を
行

い
ま
し
た
︒

︵
井い

野の

︶

▲意見交換会の様子

委員会だより委員会だより
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で
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を
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の
で
︑
例
年
８
月
の
最
終
の
土

日
に
開
催
さ
れ
︑
61
回
目
と
な
る
今
回
は
︑
３
日
間

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
︒

　
鬼
踊
り
は
︑
地
獄
ま
つ
り
に
来
場
さ
れ
た
方
々
も

一
緒
に
楽
し
め
る
も
の
と
し
て
創
作
さ
れ
ま
し
た
︒

　
浴
衣
姿
の
宿
泊
客
を
は
じ
め
︑
市
内
の
各
団
体
が
︑

夏
の
夜
の
極
楽
通
り
を
浴
衣
姿
で
踊
る
姿
は
︑
登
別

温
泉
の
夏
の
風
物
詩
と
も
い
え
ま
す
︒

　
本
市
議
会
は
︑
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒�

︵
若わ

か

木き

︶

委員会だより�� �❷ページ
一般質問�� �❸～❺ページ
補正予算審査�� �❻ページ

令和６年第３回定例会における議案の賛否状況

地
獄
ま
つ
り

「
鬼
踊
り
大
群
舞
」
に
参
加

　第３回定例会で上程された議案はすべて可決されま
した。
　また、議案第64号登別市特別職の職員の給与に関す
る条例の一部改正について、今後は本市が置かれてい
る状況を考慮した社会的責任の在り方を熟慮するよう
附帯意見を決議しました。

目　　次

議 員 1 2 名 が
市 政 を 問 う一 般 質 問

令和６年第３回定例会
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行
政
視
察
を
終
え
て

 

共
生
社
会
の
推
進
を

下
水
道
消
費
税
の

 

過
大
納
付
と
再
発
防
止

議
長
諮
問
事
項
に
係
る

 

中
間
報
告

活
動
の
集
大
成
へ

 

向
け
て

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
聴
・
公
開
委
員
会

　
本
委
員
会
は
７
月
16
日
か
ら
18
日

に
か
け
て
︑
福
岡
県
久
留
米
市
︑
小

郡
市
と
大
分
県
別
府
市
に
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
︒

　
本
年
１
月
30
日
に
開
催
し
た
行
政

視
察
報
告
会
の
中
で
︑
参
加
さ
れ
た

多
く
の
皆
様
の
関
心
事
が
︑
公
共
交

通
の
在
り
方
で
あ
る
と
感
じ
︑
小
郡

市
と
別
府
市
の
地
域
公
共
交
通
の
先

進
事
例
に
つ
い
て
︑
ま
た
︑
久
留
米

市
は
地
域
共
生
社
会
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
︒

　
今
後
︑
高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納

後
な
ど
を
見
据
え
た
︑
新
た
な
地
域

公
共
交
通
の
可
能
性
や
︑
久
留
米
市

が
行
っ
て
い
る
公
的
支
援
と
地
域
が

支
え
合
う
支
援
を
重
ね
あ
う
共
生
社

会
の
取
り

組
み
な
ど

を
参
考
に
︑

本
市
に
見

合
っ
た
政

策
提
言
に

つ
な
げ
て

い
き
ま
す
︒

︵
今こ

ん

野の

︶

　
本
委
員
会
は
︑
今
回
の
事
案
に
つ

い
て
再
発
防
止
と
原
因
究
明
に
向
け

た
所
管
事
務
調
査
の
た
め
︑
都
市
整

備
部
な
ど
と
２
回
の
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
︒

　
そ
の
中
で
︑
各
委
員
か
ら
今
後
の

再
発
防
止
の
た
め
に
は
事
務
作
業
の

流
れ
を
検
証
し
︑
消
費
税
の
税
制
が

変
わ
る
際
に
は
︑
二
重
三
重
の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
敷
い
て
︑
国
か
ら
の
情

報
や
専
門
家
と
の
相
談
体
制
並
び
に

前
例
踏
襲
で
は
な
く
︑
既
成
概
念
に

捉
わ
れ
ず
に
︑
予
見
を
持
っ
て
柔
軟

な
検
査
体
制
の
構
築
を
心
が
け
る
よ

う
︑
意
見
が
あ
り
ま
し
た
︒

　
後
日
︑
都
市
整
備
部
か
ら
の
回
答

を
精
査
し
た
上
で
︑
今
後
の
委
員
会

活
動
の
推

進
に
向
け

た
取
り
組

み
を
行
い

ま
す
︒

︵
田た

中な
か

︶

　
議
長
諮
問
で
あ
る
︑
議
論
す
る
議

会
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
︑
議
員

個
々
の
質
問
状
況
な
ど
を
よ
り
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
︑

市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
記
載
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
︒

　
議
論
す
る
一
般
質
問
を
経
た
政
策

形
成
に
つ
い
て
は
︑
議
会
基
本
条
例

第
15
条
︵
議
員
提
案
︶
の
積
極
的
な

運
用
及
び
一
般
質
問
か
ら
の
提
起
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
︑
協

議
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

　
ま
た
︑
議
員
定
数
を
考
え
る
議
員

連
盟
に
よ
り
︑
議
員
定
数
条
例
改
正

に
向
け
た
全
員
協
議
会
の
申
し
出
が

あ
り
︑
本
会
議
最
終
日
に
次
期
改
選

時
に
お
け
る
議
員
定
数
の
削
減
・
現

状
維
持
な

ど
︑
そ
れ

ぞ
れ
の
意

見
を
交
わ

し
ま
し
た
︒

�

︵
宮み

や

武た
け

︶

　
本
委
員
会
の
活
動
も
残
す
と
こ
ろ

約
６
カ
月
と
な
り
ま
し
た
︒

　
よ
り
身
近
で
多
様
性
の
あ
る
議
会

を
目
指
し
て
活
動
を
進
め
て
き
た
中

で
︑
今
年
度
に
お
い
て
の
大
き
な
取

り
組
み
は
︑
地
方
議
会
制
度
の
理
解

促
進
を
目
的
と
し
た
︑
市
議
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
市
議
会
の
あ
ら
ま
し
ペ

ー
ジ
を
作
成
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
︒

　
所
属
委
員
の
創
意
工
夫
の
中
︑
多

く
の
方
の
目
に
触
れ
︑
こ
れ
か
ら
の

未
来
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
た

め
に
も
︑
生
活
に
身
近
な
政
治
が
わ

が
ま
ち
の
議
会
に
あ
る
こ
と
が
︑
若

い
世
代
に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
︒

　
今
後
は
︑

さ
ら
な
る

波
及
を
狙

っ
た
キ
ッ

ズ
ペ
ー
ジ

や
議
会
フ

ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
に

ご
期
待
く

だ
さ
い
︒

︵
伊い

藤と
う

︶

▲行政視察の様子

▲観光・経済委員会の様子

▲全員協議会の様子

▲市議会のあらましページの表紙

議
案
審
査
と
今
後
の

 
取
り
組
み
に
つ
い
て

総
務
・
教
育
委
員
会

　
議
案
審
査
に
当
た
っ
て
は
︑
各
委

員
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
お
い
て
質
疑

し
︑
可
決
か
否
決
か
を
慎
重
に
判
断

し
て
お
り
ま
す
︒

　
今
回
の
議
案
審
査
に
お
い
て
︑
特

に
慎
重
に
審
議
し
た
案
件
は
︑
登
別

市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
で
す
︒

　
原
案
に
つ
い
て
は
︑
賛
成
と
反
対

の
意
見
に
分
か
れ
︑
最
終
的
に
は
原

案
ど
お
り
可
決
す
る
も
の
の
︑
付
帯

決
議
を
付
す
る
事
と
し
ま
し
た
︒

　
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
︑
登
別
市

障
害
者
福
祉
関
係
団
体
連
絡
協
議
会

と
の
意
見
交
換
会
の
中
で
︑
災
害
時

の
対
応
に
お
け
る
︑
福
祉
避
難
所
の

開
設
や
収
容
人
数
な
ど
に
関
す
る
意

見
を
い
た

だ
い
た
こ

と
か
ら
︑

資
料
要
求

の
た
め
の

所
管
事
務

調
査
を
行

い
ま
し
た
︒

︵
井い

野の

︶

▲意見交換会の様子

委員会だより委員会だより
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宮宮み
や
み
や

武武た
け
た
け

祥祥し
ょ
う

し
ょ
う

子子ここ

佐佐ささ

々々ささ

木木きき　　
久久くく

美美みみ

子子ここ

岩岩い
わ
い
わ

田田たた

　　

恵恵め
ぐ
み

め
ぐ
み

成成な
り
な
り

田田たた

昭昭あ
き
あ
き

浩浩ひ
ろ
ひ
ろ

市
長
所
信
表
明
に
お
け
る

市
長
所
信
表
明
に
お
け
る

��

子
育
て
支
援
政
策
は

子
育
て
支
援
政
策
は

図
書
館
本
館
施
設
に
つ
い
て
の

図
書
館
本
館
施
設
に
つ
い
て
の

��

今
後
の
考
え
は

今
後
の
考
え
は

や
さ
し
さ
と
共
生
︑
支
え
合
う
︑

や
さ
し
さ
と
共
生
︑
支
え
合
う
︑

��

つ
な
が
る
ま
ち
へ

つ
な
が
る
ま
ち
へ

現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
は

現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
は

��

い
か
に

い
か
に

質　
保
育
料
の
改
定
に
つ
い
て
は
︒

答　
令
和
７
年
４
月
よ
り
︑
保
育
料
を
平
均

15
％
引
き
下
げ
る
と
同
時
に
︑
小
学
生
以
上

の
子
ど
も
を
多
子
軽
減
の
対
象
と
し
て
︑
第

二
子
の
保
育
料
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
改
正

を
行
う
︒

質　
図
書
館
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
た
経
緯
は
︒

答　
図
書
館
本
館
が
開
館
か
ら
50
年
を
経
過

し
︑
施
設
を
運
営
す
る
上
で
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
今
後
の
図
書
館
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
る
こ
と
と
し
た
︒

質　
不
登
校
児
童
生
徒
な
ど
の
対
応
と
情
報

共
有
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
︑
学
校
や
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
の
居
場
所
と
な
る
民

間
施
設
と
の
連
携
は
︒

答　
児
童
生
徒
が
安
心
安
全
に
過
ご
し
︑
学

校
と
家
庭
︑
市
教
育
委
員
会
と
民
間
施
設
が

質　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
結
果

と
今
後
の
動
向
は
︒

答　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
で
は
︑

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
︑

多
く
の
企
業
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
︒

　
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
︑
子
育
て
支
援
施

宮武議員の
一般質問
中継はこちら

佐々木議員の
一般質問
中継はこちら

岩田議員の
一般質問
中継はこちら

成田議員の
一般質問
中継はこちら

　
第
二
子
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
︑
現
在
︑

一
部
無
償
化
と
し
て
い
る
が
︑
段
階
的
に
全

階
層
を
対
象
に
無
償
化
を
進
め
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
︒

質　
保
育
所
入
所
年
齢
に
つ
い
て
は
︒

答　
現
在
︑
生
後
６
カ
月
以
降
を
対
象
と
し

て
い
る
が
︑
今
後
６
カ
月
よ
り
も
早
い
時
期

で
の
入
所
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
︒

質　
待
機
児
童
の
対
策
に
つ
い
て
は
︒

答　
待
機
児
童
対
策
と
し
て
︑
現
在
市
内
で

は
一
事
業
者
が
一
時
預
か
り
事
業
︵
幼
稚
園

型
Ⅱ
︶
を
実
施
し
て
い
る
が
︑
今
年
度
中
に

事
業
者
を
追
加
す
る
予
定
で
あ
り
︑
今
後
は

３
歳
児
未
満
の
み
を
対
象
と
し
た
小
規
模
保

育
事
業
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
︒

質　
意
見
交
換
会
で
︑
移
転
す
る
場
合
の
賃

料
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
︑
金

額
は
い
く
ら
な
の
か
︑
ま
た
︑
現
在
の
ア
ー

ニ
ス
分
館
の
賃
料
も
伺
う
︒

答　
現
時
点
で
の
概
算
で
︑
移
転
に
伴
う
改

修
工
事
費
を
含
め
20
年
間
で
約
９
億
円
と
試

算
し
︑
こ
の
う
ち
賃
料
は
約
５
億
円
で
︑
ア

ー
ニ
ス
分
館
の
賃
料
は
220
㎡
で
年
間
430
万
円

と
な
る
︒

質　
民
間
施
設
へ
の
賃
料
と
し
て
は
大
き
な

金
額
と
考
え
る
が
︒

答　
現
在
の
ア
ー
ニ
ス
分
館
の
賃
料
と
比
較

し
て
も
大
き
く
離
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
︑

今
後
ア
ー
ニ
ス
へ
移
転
し
た
場
合
に
は
︑
適

切
な
賃
料
設
定
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
︒

連
携
す
る
目
安
と
し
て
︑
不
登
校
児
童
生
徒

が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
︑
民
間
施
設
に
お

い
て
︑
指
導
を
受
け
る
場
合
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
の
で
︑
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
︒

質　
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
中
︑

本
人
︑
保
護
者
︑
関
連
の
あ
る
方
々
で
︑
互

い
に
思
い
を
共
有
︑
相
談
で
き
る
場
が
必
要

と
考
え
る
が
︑
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
的

な
立
場
の
助
言
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
会

な
ど
の
定
期
的
開
催
を
主
催
す
る
考
え
は
︒

答　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
整
理
し
た
上

で
︑
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
の
設
定
に
つ
い

て
︑
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
︒

設
な
ど
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
︑
民
間
活
用

に
は
︑
事
業
性
の
面
で
困
難
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
︑
協
議
会
の
最
終
提
言
後
の
調
査

・
検
討
に
お
い
て
︑
民
間
事
業
者
の
掘
り
起

こ
し
︑
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど
に
つ
な

げ
る
な
ど
︑
実
現
可
能
性
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
︒

　
協
議
段
階
で
の
行
政
側
の
具
体
性
の
あ
る

検
討
材
料
な
ど
の
情
報
提
供
不
足
を
指
摘
し
︑

今
後
は
民
間
事
業
者
や
大
手
企
業
と
の
連
携

協
力
な
ど
︑
特
に
全
国
で
の
成
功
事
例
の
研

究
や
連
携
締
結
企
業
と
の
協
力
の
可
能
性
を

探
る
ほ
か
︑
民
間
活
用
が
重
要
と
な
る
こ
と

か
ら
︑
行
政
の
手
腕
を
発
揮
し
︑
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
︒

一 般 質 問一 般 質 問
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今今こ
ん
こ
ん

野野のの

幹幹ま
さ
ま
さ

大大ひ
ろ
ひ
ろ

田田たた

中中な
か
な
か

寛寛か
ん
か
ん

志志じじ

戸戸とと

井井いい

　　

肇肇は
じ
め

は
じ
め

天天て
ん
て
ん

神神じ
ん
じ
ん

林林ば
や
し

ば
や
し　　

美美よ
し
よ
し　　

彦彦ひ
こ
ひ
こ

5050
年
後
の
次
世
代
を
見
据
え
た

年
後
の
次
世
代
を
見
据
え
た

��

取
り
組
み
強
化
を

取
り
組
み
強
化
を

市
職
員
の
市
外
在
住
者
割
合
と

市
職
員
の
市
外
在
住
者
割
合
と

��

発
災
時
の
防
災
計
画
は

発
災
時
の
防
災
計
画
は

個
人
情
報
保
護
は

個
人
情
報
保
護
は

��

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
の

新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
の

��

機
能
は

機
能
は

質　
前
回
の
所
信
表
明
で
は
50
年
後
を
見
据

え
た
取
り
組
み
を
表
明
し
て
い
た
が
︑
今
回

50
年
後
を
見
据
え
た
取
り
組
み
に
触
れ
て
い

な
い
が
︑
今
後
の
考
え
は
︒

答　
前
回
は
市
政
施
行
50
周
年
の
節
目
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
基
本
政
策
で
50
年
先
を
見
通

質　
本
市
の
職
員
の
う
ち
︑
市
外
に
居
住
す

る
職
員
が
約
１
割
お
り
︑
勤
務
時
間
外
に
発

災
し
た
場
合
は
組
織
と
し
て
の
防
災
力
が
単

純
に
１
割
減
と
な
る
が
︑
こ
れ
を
想
定
し
た

防
災
計
画
を
立
て
て
い
る
か
︒

答　
本
市
に
お
い
て
︑
災
害
発
生
の
恐
れ
が

　
他
市
に
お
い
て
︑
一
部
教
育
用
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
運
営
会
社
が
直
接
児
童
生
徒
の
個

人
情
報
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
さ

れ
て
い
る
報
道
や
︑
一
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
者
が

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
に
問
題
が
あ
る
と
総

務
省
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
点
が
あ
る
こ

質　
子
ど
も
た
ち
が
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
︑
本
当
に
困
難

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
︑

い
わ
ゆ
る
︑
子
ど
も
第
３
の
居
場
所
が
必
要

と
考
え
る
︒

　
富
岸
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
富
浜
児
童
館

今野議員の
一般質問
中継はこちら

田中議員の
一般質問
中継はこちら

戸井議員の
一般質問
中継はこちら

天神林議員の
一般質問
中継はこちら

す
行
政
の
総
点
検
を
中
心
に
50
年
と
い
う
ス

パ
ン
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
挙
げ
て
い
た
︒

　
同
様
に
︑
今
回
も
未
来
に
繋
が
る
方
向
性

の
確
立
で
︑
環
境
分
野
や
経
済
分
野
︑
各
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
︑
任
期
中
︑
4
年

間
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
︒

質　
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
と
は
︑
将
来
︑
負

の
遺
産
を
残
さ
な
い
こ
と
も
重
要
と
考
え
る

が
︑
そ
の
た
め
の
ご
み
処
理
施
設
の
今
後
は
︒

答　
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方
に
関
し
て
は

将
来
世
代
の
負
担
を
考
慮
し
︑
財
政
面
も
含

め
︑
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
持
ち
︑
関
係
者
と

議
論
を
尽
く
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
︑

そ
の
た
め
に
も
選
択
肢
を
広
げ
︑
ご
み
の
減

量
化
や
分
別
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
︒

あ
る
場
合
や
発
生
し
た
場
合
の
体
制
に
つ
い

て
は
︑
登
別
市
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
非

常
配
備
体
制
に
基
づ
き
︑
災
害
の
規
模
や
種

類
に
応
じ
て
︑
各
部
の
職
員
は
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
災
害
対
応
に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　
勤
務
時
間
外
に
突
発
的
に
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
︑
職
員
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住

場
所
か
ら
出
勤
す
る
場
合
︑
発
災
か
ら
６
時

間
後
の
参
集
率
を
74
％
︑
発
災
か
ら
１
~
３

日
間
は
職
員
の
参
集
率
を
80
％
と
想
定
し
て

お
り
︑
対
応
職
員
が
不
足
す
る
場
合
に
つ
い

て
は
︑
登
別
市
業
務
継
続
計
画
に
基
づ
き
︑

非
常
時
優
先
業
務
の
着
手
時
期
の
基
準
及
び

業
務
ご
と
の
優
先
順
位
を
定
め
︑
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
︒

と
な
ど
か
ら
本
市
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
︒

質　
本
市
で
は
情
報
管
理
に
関
し
︑
文
部
科

学
省
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
留
意
事
項
に
の

っ
と
り
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
︒

答　
文
部
科
学
省
か
ら
提
示
さ
れ
た
留
意
事

項
に
の
っ
と
っ
て
運
用
を
行
っ
て
い
る
︒

質　
総
務
省
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
考
え
は
︒

答　
個
人
情
報
に
関
わ
る
情
報
は
流
し
て
お

ら
ず
︑
特
段
の
問
題
は
発
生
し
な
い
と
考
え

て
い
る
︒

　
総
務
省
か
ら
指
導
を
受
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

い
続
け
る
こ
と
の
危
険
性
お
よ
び
緊
急
時
の

適
切
な
情
報
提
供
を
行
え
る
よ
う
独
自
の
情

報
シ
ス
テ
ム
構
築
を
提
案
し
ま
し
た
︒

の
統
合
施
設
は
︑
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て

の
機
能
を
有
し
て
い
る
と
の
認
識
で
あ
る
が
︑

こ
の
新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
に
は
︑
こ
ど

も
食
堂
や
学
習
支
援
と
い
っ
た
機
能
を
盛
り

込
む
考
え
は
あ
る
の
か
︒

答　
本
市
で
は
︑
子
ど
も
食
堂
を
運
営
し
て

い
る
団
体
な
ど
に
対
し
て
︑
行
政
や
民
間
が

行
う
補
助
制
度
の
紹
介
や
︑
各
機
関
か
ら
の

食
材
寄
付
な
ど
︑
運
営
に
有
益
と
思
わ
れ
る

情
報
の
提
供
を
随
時
行
っ
て
い
る
︒

　
統
合
し
た
新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
で
は
︑

子
ど
も
食
堂
や
学
習
指
導
な
ど
を
直
営
で
行

う
予
定
は
な
い
が
︑
各
種
団
体
が
行
う
居
場

所
づ
く
り
活
動
へ
の
開
催
場
所
と
し
て
提
供

す
る
支
援
を
考
え
て
い
る
︒

一 般 質 問一 般 質 問

4  議会だよりでぃすかす　124号 
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宮宮み
や
み
や

武武た
け
た
け

祥祥し
ょ
う

し
ょ
う

子子ここ

佐佐ささ

々々ささ

木木きき　　
久久くく

美美みみ

子子ここ

岩岩い
わ
い
わ

田田たた

　　

恵恵め
ぐ
み

め
ぐ
み

成成な
り
な
り

田田たた

昭昭あ
き
あ
き

浩浩ひ
ろ
ひ
ろ

市
長
所
信
表
明
に
お
け
る

市
長
所
信
表
明
に
お
け
る

��

子
育
て
支
援
政
策
は

子
育
て
支
援
政
策
は

図
書
館
本
館
施
設
に
つ
い
て
の

図
書
館
本
館
施
設
に
つ
い
て
の

��

今
後
の
考
え
は

今
後
の
考
え
は

や
さ
し
さ
と
共
生
︑
支
え
合
う
︑

や
さ
し
さ
と
共
生
︑
支
え
合
う
︑

��

つ
な
が
る
ま
ち
へ

つ
な
が
る
ま
ち
へ

現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
は

現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
は

��

い
か
に

い
か
に

質　
保
育
料
の
改
定
に
つ
い
て
は
︒

答　
令
和
７
年
４
月
よ
り
︑
保
育
料
を
平
均

15
％
引
き
下
げ
る
と
同
時
に
︑
小
学
生
以
上

の
子
ど
も
を
多
子
軽
減
の
対
象
と
し
て
︑
第

二
子
の
保
育
料
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
改
正

を
行
う
︒

質　
図
書
館
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
た
経
緯
は
︒

答　
図
書
館
本
館
が
開
館
か
ら
50
年
を
経
過

し
︑
施
設
を
運
営
す
る
上
で
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
今
後
の
図
書
館
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
る
こ
と
と
し
た
︒

質　
不
登
校
児
童
生
徒
な
ど
の
対
応
と
情
報

共
有
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
︑
学
校
や
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
の
居
場
所
と
な
る
民

間
施
設
と
の
連
携
は
︒

答　
児
童
生
徒
が
安
心
安
全
に
過
ご
し
︑
学

校
と
家
庭
︑
市
教
育
委
員
会
と
民
間
施
設
が

質　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
結
果

と
今
後
の
動
向
は
︒

答　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
で
は
︑

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
︑

多
く
の
企
業
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
︒

　
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
︑
子
育
て
支
援
施

宮武議員の
一般質問
中継はこちら

佐々木議員の
一般質問
中継はこちら

岩田議員の
一般質問
中継はこちら

成田議員の
一般質問
中継はこちら

　
第
二
子
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
︑
現
在
︑

一
部
無
償
化
と
し
て
い
る
が
︑
段
階
的
に
全

階
層
を
対
象
に
無
償
化
を
進
め
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
︒

質　
保
育
所
入
所
年
齢
に
つ
い
て
は
︒

答　
現
在
︑
生
後
６
カ
月
以
降
を
対
象
と
し

て
い
る
が
︑
今
後
６
カ
月
よ
り
も
早
い
時
期

で
の
入
所
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
︒

質　
待
機
児
童
の
対
策
に
つ
い
て
は
︒

答　
待
機
児
童
対
策
と
し
て
︑
現
在
市
内
で

は
一
事
業
者
が
一
時
預
か
り
事
業
︵
幼
稚
園

型
Ⅱ
︶
を
実
施
し
て
い
る
が
︑
今
年
度
中
に

事
業
者
を
追
加
す
る
予
定
で
あ
り
︑
今
後
は

３
歳
児
未
満
の
み
を
対
象
と
し
た
小
規
模
保

育
事
業
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
︒

質　
意
見
交
換
会
で
︑
移
転
す
る
場
合
の
賃

料
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
︑
金

額
は
い
く
ら
な
の
か
︑
ま
た
︑
現
在
の
ア
ー

ニ
ス
分
館
の
賃
料
も
伺
う
︒

答　
現
時
点
で
の
概
算
で
︑
移
転
に
伴
う
改

修
工
事
費
を
含
め
20
年
間
で
約
９
億
円
と
試

算
し
︑
こ
の
う
ち
賃
料
は
約
５
億
円
で
︑
ア

ー
ニ
ス
分
館
の
賃
料
は
220
㎡
で
年
間
430
万
円

と
な
る
︒

質　
民
間
施
設
へ
の
賃
料
と
し
て
は
大
き
な

金
額
と
考
え
る
が
︒

答　
現
在
の
ア
ー
ニ
ス
分
館
の
賃
料
と
比
較

し
て
も
大
き
く
離
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
︑

今
後
ア
ー
ニ
ス
へ
移
転
し
た
場
合
に
は
︑
適

切
な
賃
料
設
定
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
︒

連
携
す
る
目
安
と
し
て
︑
不
登
校
児
童
生
徒

が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
︑
民
間
施
設
に
お

い
て
︑
指
導
を
受
け
る
場
合
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
の
で
︑
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
︒

質　
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
中
︑

本
人
︑
保
護
者
︑
関
連
の
あ
る
方
々
で
︑
互

い
に
思
い
を
共
有
︑
相
談
で
き
る
場
が
必
要

と
考
え
る
が
︑
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
的

な
立
場
の
助
言
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
会

な
ど
の
定
期
的
開
催
を
主
催
す
る
考
え
は
︒

答　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
整
理
し
た
上

で
︑
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
の
設
定
に
つ
い

て
︑
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
︒

設
な
ど
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
︑
民
間
活
用

に
は
︑
事
業
性
の
面
で
困
難
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
︑
協
議
会
の
最
終
提
言
後
の
調
査

・
検
討
に
お
い
て
︑
民
間
事
業
者
の
掘
り
起

こ
し
︑
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど
に
つ
な

げ
る
な
ど
︑
実
現
可
能
性
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
︒

　
協
議
段
階
で
の
行
政
側
の
具
体
性
の
あ
る

検
討
材
料
な
ど
の
情
報
提
供
不
足
を
指
摘
し
︑

今
後
は
民
間
事
業
者
や
大
手
企
業
と
の
連
携

協
力
な
ど
︑
特
に
全
国
で
の
成
功
事
例
の
研

究
や
連
携
締
結
企
業
と
の
協
力
の
可
能
性
を

探
る
ほ
か
︑
民
間
活
用
が
重
要
と
な
る
こ
と

か
ら
︑
行
政
の
手
腕
を
発
揮
し
︑
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
︒

一 般 質 問一 般 質 問
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今今こ
ん
こ
ん

野野のの

幹幹ま
さ
ま
さ

大大ひ
ろ
ひ
ろ

田田たた

中中な
か
な
か

寛寛か
ん
か
ん

志志じじ

戸戸とと

井井いい

　　

肇肇は
じ
め

は
じ
め

天天て
ん
て
ん

神神じ
ん
じ
ん

林林ば
や
し

ば
や
し　　

美美よ
し
よ
し　　

彦彦ひ
こ
ひ
こ

5050
年
後
の
次
世
代
を
見
据
え
た

年
後
の
次
世
代
を
見
据
え
た

��

取
り
組
み
強
化
を

取
り
組
み
強
化
を

市
職
員
の
市
外
在
住
者
割
合
と

市
職
員
の
市
外
在
住
者
割
合
と

��

発
災
時
の
防
災
計
画
は

発
災
時
の
防
災
計
画
は

個
人
情
報
保
護
は

個
人
情
報
保
護
は

��

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
の

新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
の

��

機
能
は

機
能
は

質　
前
回
の
所
信
表
明
で
は
50
年
後
を
見
据

え
た
取
り
組
み
を
表
明
し
て
い
た
が
︑
今
回

50
年
後
を
見
据
え
た
取
り
組
み
に
触
れ
て
い

な
い
が
︑
今
後
の
考
え
は
︒

答　
前
回
は
市
政
施
行
50
周
年
の
節
目
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
基
本
政
策
で
50
年
先
を
見
通

質　
本
市
の
職
員
の
う
ち
︑
市
外
に
居
住
す

る
職
員
が
約
１
割
お
り
︑
勤
務
時
間
外
に
発

災
し
た
場
合
は
組
織
と
し
て
の
防
災
力
が
単

純
に
１
割
減
と
な
る
が
︑
こ
れ
を
想
定
し
た

防
災
計
画
を
立
て
て
い
る
か
︒

答　
本
市
に
お
い
て
︑
災
害
発
生
の
恐
れ
が

　
他
市
に
お
い
て
︑
一
部
教
育
用
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
運
営
会
社
が
直
接
児
童
生
徒
の
個

人
情
報
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
さ

れ
て
い
る
報
道
や
︑
一
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
者
が

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
に
問
題
が
あ
る
と
総

務
省
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
点
が
あ
る
こ

質　
子
ど
も
た
ち
が
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
︑
本
当
に
困
難

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
︑

い
わ
ゆ
る
︑
子
ど
も
第
３
の
居
場
所
が
必
要

と
考
え
る
︒

　
富
岸
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
富
浜
児
童
館

今野議員の
一般質問
中継はこちら

田中議員の
一般質問
中継はこちら

戸井議員の
一般質問
中継はこちら

天神林議員の
一般質問
中継はこちら

す
行
政
の
総
点
検
を
中
心
に
50
年
と
い
う
ス

パ
ン
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
挙
げ
て
い
た
︒

　
同
様
に
︑
今
回
も
未
来
に
繋
が
る
方
向
性

の
確
立
で
︑
環
境
分
野
や
経
済
分
野
︑
各
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
︑
任
期
中
︑
4
年

間
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
︒

質　
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
と
は
︑
将
来
︑
負

の
遺
産
を
残
さ
な
い
こ
と
も
重
要
と
考
え
る

が
︑
そ
の
た
め
の
ご
み
処
理
施
設
の
今
後
は
︒

答　
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方
に
関
し
て
は

将
来
世
代
の
負
担
を
考
慮
し
︑
財
政
面
も
含

め
︑
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
持
ち
︑
関
係
者
と

議
論
を
尽
く
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
︑

そ
の
た
め
に
も
選
択
肢
を
広
げ
︑
ご
み
の
減

量
化
や
分
別
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
︒

あ
る
場
合
や
発
生
し
た
場
合
の
体
制
に
つ
い

て
は
︑
登
別
市
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
非

常
配
備
体
制
に
基
づ
き
︑
災
害
の
規
模
や
種

類
に
応
じ
て
︑
各
部
の
職
員
は
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
災
害
対
応
に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　
勤
務
時
間
外
に
突
発
的
に
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
︑
職
員
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住

場
所
か
ら
出
勤
す
る
場
合
︑
発
災
か
ら
６
時

間
後
の
参
集
率
を
74
％
︑
発
災
か
ら
１
~
３

日
間
は
職
員
の
参
集
率
を
80
％
と
想
定
し
て

お
り
︑
対
応
職
員
が
不
足
す
る
場
合
に
つ
い

て
は
︑
登
別
市
業
務
継
続
計
画
に
基
づ
き
︑

非
常
時
優
先
業
務
の
着
手
時
期
の
基
準
及
び

業
務
ご
と
の
優
先
順
位
を
定
め
︑
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
︒

と
な
ど
か
ら
本
市
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
︒

質　
本
市
で
は
情
報
管
理
に
関
し
︑
文
部
科

学
省
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
留
意
事
項
に
の

っ
と
り
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
︒

答　
文
部
科
学
省
か
ら
提
示
さ
れ
た
留
意
事

項
に
の
っ
と
っ
て
運
用
を
行
っ
て
い
る
︒

質　
総
務
省
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
考
え
は
︒

答　
個
人
情
報
に
関
わ
る
情
報
は
流
し
て
お

ら
ず
︑
特
段
の
問
題
は
発
生
し
な
い
と
考
え

て
い
る
︒

　
総
務
省
か
ら
指
導
を
受
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

い
続
け
る
こ
と
の
危
険
性
お
よ
び
緊
急
時
の

適
切
な
情
報
提
供
を
行
え
る
よ
う
独
自
の
情

報
シ
ス
テ
ム
構
築
を
提
案
し
ま
し
た
︒

の
統
合
施
設
は
︑
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て

の
機
能
を
有
し
て
い
る
と
の
認
識
で
あ
る
が
︑

こ
の
新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
に
は
︑
こ
ど

も
食
堂
や
学
習
支
援
と
い
っ
た
機
能
を
盛
り

込
む
考
え
は
あ
る
の
か
︒

答　
本
市
で
は
︑
子
ど
も
食
堂
を
運
営
し
て

い
る
団
体
な
ど
に
対
し
て
︑
行
政
や
民
間
が

行
う
補
助
制
度
の
紹
介
や
︑
各
機
関
か
ら
の

食
材
寄
付
な
ど
︑
運
営
に
有
益
と
思
わ
れ
る

情
報
の
提
供
を
随
時
行
っ
て
い
る
︒

　
統
合
し
た
新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
で
は
︑

子
ど
も
食
堂
や
学
習
指
導
な
ど
を
直
営
で
行

う
予
定
は
な
い
が
︑
各
種
団
体
が
行
う
居
場

所
づ
く
り
活
動
へ
の
開
催
場
所
と
し
て
提
供

す
る
支
援
を
考
え
て
い
る
︒

一 般 質 問一 般 質 問
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https://noboribetsu-city.gijiroku.com/g07_Video_View.asp?SrchID=1024
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https://noboribetsu-city.gijiroku.com/g07_Video_View.asp?SrchID=1026
https://noboribetsu-city.gijiroku.com/g07_Video_View.asp?SrchID=1027


若若わ
か
わ
か

木木きき

康康や
す
や
す

夫夫おお

伊伊いい

藤藤と
う
と
う

健健け
ん
け
ん

太太たた

金金か
な
か
な

澤澤ざ
わ
ざ
わ

則則の
り
の
り

男男おお

足足ああ

立立だ
ち
だ
ち

知知と
も
と
も

也也やや

本
市
の
高
齢
者
の

本
市
の
高
齢
者
の

��

外
出
支
援
策
は
あ
る
の
か

外
出
支
援
策
は
あ
る
の
か

小
笠
原
市
政
５
期
目
に
思
い
描
く

小
笠
原
市
政
５
期
目
に
思
い
描
く

��

ま
ち
の
未
来
像
は

ま
ち
の
未
来
像
は

本
市
の
不
法
投
棄
の

本
市
の
不
法
投
棄
の

��

現
状
と
対
策
は

現
状
と
対
策
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

��

導
入
に
向
け
て

導
入
に
向
け
て

質　
胆
振
管
内
の
室
蘭
︑
伊
達
︑
苫
小
牧
の

３
市
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
わ
せ
︑

ワ
ン
コ
イ
ン
パ
ス
︑
ふ
れ
あ
い
パ
ス
な
ど
の

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
本

市
は
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
︒

答　
平
成
15
年
か
ら
17
年
ま
で
行
っ
て
い
た

　
今
期
定
例
会
に
お
け
る
市
長
の
所
信
表
明

を
受
け
て
︑
４
期
16
年
の
積
み
重
ね
を
踏
ま

え
た
︑
さ
ら
な
る
ま
ち
の
発
展
へ
向
け
て
︑

５
期
目
の
市
政
運
営
に
係
る
基
本
姿
勢
や
基

本
政
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
︒

質　
所
信
表
明
で
掲
げ
た
各
基
本
政
策
や
基

質　
主
な
不
法
投
棄
の
発
生
場
所
は
︒

答　
山
林
な
ど
の
人
目
の
つ
き
に
く
い
場
所

で
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
傾
向
に
あ
る
︒

質　
私
有
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
の
対

処
法
は
︒

答　
市
は
現
地
を
確
認
し
︑
投
棄
者
が
特
定

質　
令
和
７
年
４
月
に
本
市
が
導
入
を
予
定

し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
で
︑
可

能
と
な
る
こ
と
︑
不
可
能
な
こ
と
は
︒

答　
現
在
︑
各
部
局
で
検
討
し
て
い
る
段
階

の
た
め
︑
具
体
的
な
内
容
は
答
え
ら
れ
な
い

が
︑
他
自
治
体
の
事
例
で
は
︑
市
営
住
宅
へ

若木議員の
一般質問
中継はこちら

伊藤議員の
一般質問
中継はこちら

金澤議員の
一般質問
中継はこちら

足立議員の
一般質問
中継はこちら

が
︑
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
︒

質　
現
在
は
何
も
支
援
策
が
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
︑
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
促
進

を
含
め
︑
バ
ス
利
用
運
賃
の
一
部
負
担
を
軸

と
し
た
高
齢
者
に
分
か
り
や
す
い
外
出
支
援

策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
︒

答　
現
在
︑
本
市
で
は
高
齢
者
の
外
出
支
援

策
は
な
く
︑
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
︒

　
今
後
は
︑
近
隣
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
︑

バ
ス
利
用
料
金
の
一
部
支
援
策
に
つ
い
て
︑

本
年
度
は
そ
の
骨
格
を
つ
く
り
︑
令
和
７
年

度
は
制
度
設
計
と
バ
ス
事
業
者
な
ど
と
の
協

議
を
経
て
︑
令
和
８
年
度
を
目
途
に
試
行
的

に
開
始
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
︒

本
姿
勢
へ
の
根
拠
と
な
る
動
機
は
︒

答　
各
基
本
政
策
に
共
通
し
て
︑
最
終
的
に

は
市
民
に
と
っ
て
︑
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　
初
心
を
忘
れ
ず
︑
市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く

り
を
大
原
則
に
︑
公
平
︑
公
正
︑
平
等
で
あ

る
こ
と
を
基
本
姿
勢
に
し
て
い
く
︒

質　
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
の
表
明
と
各
基
本

政
策
へ
の
連
動
性
は
︒

答　
人
口
減
少
の
速
度
が
増
し
︑
ま
ち
の
存

続
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
︑
子
ど
も
中
心
の
社
会
を
持
続
可
能
に

築
き
上
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
︒

　
各
基
本
政
策
の
内
容
に
よ
っ
て
は
︑
連
動

性
も
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
︒

で
き
た
場
合
は
投
棄
物
の
撤
去
と
適
正
な
処

分
を
指
導
す
る
︒
特
定
が
で
き
な
い
場
合
は
︑

土
地
や
建
物
の
所
有
者
又
は
管
理
者
に
よ
り

適
正
に
処
分
す
る
よ
う
協
議
す
る
こ
と
と
な

り
︑
悪
質
な
場
合
は
警
察
へ
通
報
す
る
︒

質　
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
を
ゼ
ロ
に
す
る

と
い
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
と
承
知
し
て
い

る
が
︑
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
︑
ど

の
よ
う
に
対
応
を
し
て
い
く
の
か
︒

答　
不
法
投
棄
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
こ
と

は
︑
容
易
で
は
な
い
が
︑
市
内
に
お
け
る
生

活
環
境
の
保
全
な
ど
を
図
る
た
め
︑
よ
り
効

果
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
︑
工
夫
を
図
り
な

が
ら
対
策
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
︒

の
入
居
に
関
し
て
︑
親
族
と
し
て
同
居
が
可

能
に
な
る
な
ど
の
事
例
が
あ
る
︒

　
不
可
能
な
こ
と
は
︑
法
律
上
の
効
果
は
生

じ
な
い
た
め
︑
一
方
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
相
続
権
が
な
い
こ
と
や
︑
税

法
上
の
配
偶
者
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
︒

　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
の
住
民
票
で
の
続
柄
は
︑

同
居
人
や
縁
故
者
と
記
載
さ
れ
る
自
治
体
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
︑
男
女
の
事
実
婚
と
同
様

に
︑
夫
（
未
届
）
︑
妻
（
未
届
）
の
表
記
が

認
め
ら
れ
る
自
治
体
も
増
え
て
い
ま
す
︒

　
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
制
度
と
な
る
よ
う
︑

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
伝
え
ま
し
た
︒

一 般 質 問一 般 質 問
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発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会

　本会議や各委員会は、自由に
傍聴することができます。
　また、スマートフォンやパソ
コンで、生中継、過去の録画中
継をご覧いただけます。

議会中継を見てみませんか？議会中継を見てみませんか？

令和６年第４回定例会は11月29日㈮から開催される予定です。

☎�９２２０／ gikai@city.noboribetsu.lg.jp問い合わせ

　
今
期
定
例
会
で
の
主
な
追
加
補
正
予
算
は
︑

民
生
費
の
一
時
預
か
り
事
業
費
︑
衛
生
費
の

産
婦
総
合
支
援
事
業
費
と
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ

ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
︒

　
一
時
預
か
り
事
業
費
で
の
質
疑
は
︑
委
託

料
432
万
９
千
円
の
内
訳
︑
利
用
者
負
担
額
300

円
の
積
算
根
拠
︑
職
員
体
制
３
名
と
利
用
者

定
員
４
名
と
対
象
年
齢
１
歳
６
カ
月
と
し
た

理
由
︑
緊
急
一
時
預
か
り
分
と
一
般
分
の
違

い
︑
本
事
業
開
始
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
︑
利
用

方
法
に
つ
い
て
︑
電
子
申
請
機
能
の
考
え
な

ど
に
対
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒

　
産
婦
総
合
支
援
事
業
費
で
は
︑
令
和
６
年

度
の
出
生
数
に
対
す
る
申
請
者
数
︑
産
後
１

年
未
満
の
本
事
業
の
利
用
状
況
︑
当
初
の
想

定
人
数
か
ら
増
え
て
い
る
理
由
と
そ
の
要
因
︑

今
後
の
利
用
促
進
の
考
え
に
つ
い
て
な
ど
の

質
疑
に
対
し
て
︑
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒

　
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
事

業
特
別
会
計
に
お
い
て
は
︑
５
万
円
の
補
正

内
容
に
つ
い
て
︑
債
務
負
担
行
為
６
千
129
万

８
千
円
の
償
還
金
額
算
出
方
法
︑
購
入
す
る

圧
雪
車
の
メ
ー
カ
ー
や
型
式
︑
既
存
車
両
の

部
品
の
再
利
用
の
考
え
︑
夏
季
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
︑
中
古
車
両
の
購
入
の
検
討
な
ど

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
︒

　
い
ず
れ
の
事
業
も
委
員
間
討
議
は
な
く
原

案
の
通
り
︑
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
︒

�

︵
千ち

田だ

︶

予算・決算委員会（令和６年度補正予算審査）［令和６年９月26日（木）］

第17回議会フォーラムを開催します
国会・政府・北海道に
６件の意見書を提出

ゼロカーボン北海道の実現に資する森
林・林業・木材産業施策の充実・強化を
求める意見書
国土強靱化に資する道路の整備等に関す
る意見書
自動運転移動サービス等の社会実装に向
けた環境整備を求める意見書
慢性閉塞性肺疾患（COPD）の潜在的
な患者に対する適切な対応を求める意見
書
学校給食の無償化の早期実現を求める意
見書
訪問介護報酬引上げの再改定を早急に求
める意見書

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実
現を要請するために関係機関に提出するも
のです。
　第３回定例会では、次の意見書を可決し
ました。詳しい内容は、市議会ウェブサイ
トでご覧いただけます。

　市民と議会の対話の集いとして、議会フォーラム
を次の日程で開催します。
　対話による気づきの機会をご参加お待ちしていま
す。

テーマ
　登別の魅力発見！
　～誰もが住み続けたいと思えるまちづくり～

定員
　60名程度　（事前申し込み制）

申し込み方法
　メール・ＦＡＸ・二次元コード
　�氏名、住所、メールアドレス、電話番号、年代、
定員を超過した場合の傍聴（見学）での参加を希
望するなどを記入の上、11月５日㈫までにお申し
込みください。

　※定員に空きがあれば当日参加も可能です。

主催：登別市議会
お問い合わせ：議会事務局
〒059-8701　登別市中央町６丁目11番地
E-mail：gikai@city.noboribetsu.lg.jp
電　話：０１４３－85－９２２０
ＦＡＸ：０１４３－85－００１８

申し込みフォームはこちら
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入
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導
入
に
向
け
て

質　
胆
振
管
内
の
室
蘭
︑
伊
達
︑
苫
小
牧
の

３
市
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
わ
せ
︑

ワ
ン
コ
イ
ン
パ
ス
︑
ふ
れ
あ
い
パ
ス
な
ど
の

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
本

市
は
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
︒

答　
平
成
15
年
か
ら
17
年
ま
で
行
っ
て
い
た

　
今
期
定
例
会
に
お
け
る
市
長
の
所
信
表
明

を
受
け
て
︑
４
期
16
年
の
積
み
重
ね
を
踏
ま

え
た
︑
さ
ら
な
る
ま
ち
の
発
展
へ
向
け
て
︑

５
期
目
の
市
政
運
営
に
係
る
基
本
姿
勢
や
基

本
政
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
︒

質　
所
信
表
明
で
掲
げ
た
各
基
本
政
策
や
基

質　
主
な
不
法
投
棄
の
発
生
場
所
は
︒

答　
山
林
な
ど
の
人
目
の
つ
き
に
く
い
場
所

で
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
傾
向
に
あ
る
︒

質　
私
有
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
の
対

処
法
は
︒

答　
市
は
現
地
を
確
認
し
︑
投
棄
者
が
特
定

質　
令
和
７
年
４
月
に
本
市
が
導
入
を
予
定

し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
で
︑
可

能
と
な
る
こ
と
︑
不
可
能
な
こ
と
は
︒

答　
現
在
︑
各
部
局
で
検
討
し
て
い
る
段
階

の
た
め
︑
具
体
的
な
内
容
は
答
え
ら
れ
な
い

が
︑
他
自
治
体
の
事
例
で
は
︑
市
営
住
宅
へ

若木議員の
一般質問
中継はこちら

伊藤議員の
一般質問
中継はこちら

金澤議員の
一般質問
中継はこちら

足立議員の
一般質問
中継はこちら

が
︑
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
︒

質　
現
在
は
何
も
支
援
策
が
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
︑
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
促
進

を
含
め
︑
バ
ス
利
用
運
賃
の
一
部
負
担
を
軸

と
し
た
高
齢
者
に
分
か
り
や
す
い
外
出
支
援

策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
︒

答　
現
在
︑
本
市
で
は
高
齢
者
の
外
出
支
援

策
は
な
く
︑
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
︒

　
今
後
は
︑
近
隣
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
︑

バ
ス
利
用
料
金
の
一
部
支
援
策
に
つ
い
て
︑

本
年
度
は
そ
の
骨
格
を
つ
く
り
︑
令
和
７
年

度
は
制
度
設
計
と
バ
ス
事
業
者
な
ど
と
の
協

議
を
経
て
︑
令
和
８
年
度
を
目
途
に
試
行
的

に
開
始
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
︒

本
姿
勢
へ
の
根
拠
と
な
る
動
機
は
︒

答　
各
基
本
政
策
に
共
通
し
て
︑
最
終
的
に

は
市
民
に
と
っ
て
︑
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　
初
心
を
忘
れ
ず
︑
市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く

り
を
大
原
則
に
︑
公
平
︑
公
正
︑
平
等
で
あ

る
こ
と
を
基
本
姿
勢
に
し
て
い
く
︒

質　
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
の
表
明
と
各
基
本

政
策
へ
の
連
動
性
は
︒

答　
人
口
減
少
の
速
度
が
増
し
︑
ま
ち
の
存

続
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
︑
子
ど
も
中
心
の
社
会
を
持
続
可
能
に

築
き
上
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
︒

　
各
基
本
政
策
の
内
容
に
よ
っ
て
は
︑
連
動

性
も
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
︒

で
き
た
場
合
は
投
棄
物
の
撤
去
と
適
正
な
処

分
を
指
導
す
る
︒
特
定
が
で
き
な
い
場
合
は
︑

土
地
や
建
物
の
所
有
者
又
は
管
理
者
に
よ
り

適
正
に
処
分
す
る
よ
う
協
議
す
る
こ
と
と
な

り
︑
悪
質
な
場
合
は
警
察
へ
通
報
す
る
︒

質　
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
を
ゼ
ロ
に
す
る

と
い
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
と
承
知
し
て
い

る
が
︑
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
︑
ど

の
よ
う
に
対
応
を
し
て
い
く
の
か
︒

答　
不
法
投
棄
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
こ
と

は
︑
容
易
で
は
な
い
が
︑
市
内
に
お
け
る
生

活
環
境
の
保
全
な
ど
を
図
る
た
め
︑
よ
り
効

果
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
︑
工
夫
を
図
り
な

が
ら
対
策
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
︒

の
入
居
に
関
し
て
︑
親
族
と
し
て
同
居
が
可

能
に
な
る
な
ど
の
事
例
が
あ
る
︒

　
不
可
能
な
こ
と
は
︑
法
律
上
の
効
果
は
生

じ
な
い
た
め
︑
一
方
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
相
続
権
が
な
い
こ
と
や
︑
税

法
上
の
配
偶
者
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
︒

　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
の
住
民
票
で
の
続
柄
は
︑

同
居
人
や
縁
故
者
と
記
載
さ
れ
る
自
治
体
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
︑
男
女
の
事
実
婚
と
同
様

に
︑
夫
（
未
届
）
︑
妻
（
未
届
）
の
表
記
が

認
め
ら
れ
る
自
治
体
も
増
え
て
い
ま
す
︒

　
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
制
度
と
な
る
よ
う
︑

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
伝
え
ま
し
た
︒
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予算・決算委員会（令和６年度補正予算審査）［令和６年９月26日（木）］

第17回議会フォーラムを開催します
国会・政府・北海道に
６件の意見書を提出

ゼロカーボン北海道の実現に資する森
林・林業・木材産業施策の充実・強化を
求める意見書
国土強靱化に資する道路の整備等に関す
る意見書
自動運転移動サービス等の社会実装に向
けた環境整備を求める意見書
慢性閉塞性肺疾患（COPD）の潜在的
な患者に対する適切な対応を求める意見
書
学校給食の無償化の早期実現を求める意
見書
訪問介護報酬引上げの再改定を早急に求
める意見書

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実
現を要請するために関係機関に提出するも
のです。
　第３回定例会では、次の意見書を可決し
ました。詳しい内容は、市議会ウェブサイ
トでご覧いただけます。

　市民と議会の対話の集いとして、議会フォーラム
を次の日程で開催します。
　対話による気づきの機会をご参加お待ちしていま
す。

テーマ
　登別の魅力発見！
　～誰もが住み続けたいと思えるまちづくり～

定員
　60名程度　（事前申し込み制）

申し込み方法
　メール・ＦＡＸ・二次元コード
　�氏名、住所、メールアドレス、電話番号、年代、
定員を超過した場合の傍聴（見学）での参加を希
望するなどを記入の上、11月５日㈫までにお申し
込みください。
　※定員に空きがあれば当日参加も可能です。

主催：登別市議会
お問い合わせ：議会事務局
〒059-8701　登別市中央町６丁目11番地
E-mail：gikai@city.noboribetsu.lg.jp
電　話：０１４３－85－９２２０
ＦＡＸ：０１４３－85－００１８

申し込みフォームはこちら

6  議会だよりでぃすかす　124号 

https://forms.gle/WjgJRxJi2Axar3GS8
https://noboribetsu-city.gijiroku.com/index.asp
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScV5W0l9VLztiFukFAMhdbLU2U6srATW8ZeW0S0BaxOSqfXsA/viewform?usp=send_form
https://noboribetsu-city.gijiroku.com/index.asp
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伊達市室蘭市白老町

ＩＴスペシャリスト科（４年制）
最先端のＩＴ技術とマネジメントを兼ね備えた
スペシャリストを目指します

情報システム科（２年制）
最先端のＩＴ技術を学び、就職や大学編入を
目指します

ＣＧデザイナー科（３年制）
感性と技術を磨き、ゲームやアニメ、イラスト
などの専門分野のプロを養成します

医療事務科（２年制）
医療・秘書・ＩＴを総合的に学び、高い事務能力
を持つ医療事務の専門家を養成します

公務員学科（２年制）
長年培ってきた公務員試験のノウハウが
凝縮された授業で公務員を目指します

建築学科（２年制）
最先端技術を導入した教育環境で、
建設・設計・施工の専門家を養成します

電気工学科（２年制）
多彩な実験や学習で幅広い知識を吸収し、
快適な暮らしを支える電気技術者を目指します

自動車整備科（２年制）
高度な技術と国家資格を手に入れ、
即戦力となる自動車整備士を目指します

観光ビジネス科（２年制）
おもてなしの心を身に付け、ホテル・観光に
関わるスペシャリストを目指します

日本工学院北海道専門学校
問い合わせ　日本工学院北海道専門学校（☎０８８８）

　本校は、昭和57年４月の開校以来、専門的な知識と技術を学
んだ学生を多く輩出してきました。
　登別市と包括連携協定を結び、連携しながら人材育成や産業
の発展などに積極的に取り組んでいます。

　資料請求や各学科
の紹介などは本校ウ
ェブサイトをご確認
ください。

学生の興味を未来につなげる幅広い学科

人のうごき（令和6年9月末現在）／人口43,826人（－47）世帯23,963（－4）（　）は前月比
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　芸術・文化活動を行う方々が日頃
の成果を展示などで披露しています。
開催期間　11月24日㈰まで
場�所　だて歴史の杜カルチャーセン
ター（伊達市松ヶ枝町34－１）ほか
内�容　美術展、菊花展、呈茶席、写真
展、音楽祭、芸能祭、龍響祭など
※�詳しくは市教育委員会
ウェブサイトをご確認
ください。
問い合わせ　伊達市教育部
　生涯学習課社会教育係
� （☎０１４２�３２９９）

白老町環境町民会議
『しらおい環境セミナー』

令和６年度市民総合文化祭
～ふれあう心　育てる伊達の文化～

新和産業アイスアリーナ室蘭
スケートリンクオープン

　11月１日㈮から、新和産業アイス
アリーナ室蘭の今季の営業を開始し
ます。ぜひご利用ください。
開館時間　平日12時～18時
　土・日曜日、祝日10時～18時
休�館日　月曜日（祝日の場合は、翌
火曜日）
使�用料　一般500円、65歳以上300円、
高校生250円、中学生以下無料
※�お得な回数券（６枚つづり）や貸
しスケート靴（有料）もあります。
問�い合わせ　新和産業アイスアリー
ナ室蘭（☎㊺０８００）

日�時　11月30日㈯13時
場�所　白老町コミュニティセンター
（白老町本町１丁目１－１）
内�容　講演『ヒグマの生態とつき合
い方』
講�師　早

わ

稲
せ
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※�詳しくは町生活環境
課ウェブサイトをご
確認ください。
問�い合わせ　白老町環境町民会議
（☎０１４４�５１１０）、白老
町生活環境課環境グループ
� （☎０１４４�２２６５）

https://www.city.noboribetsu.lg.jp/
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https://www.town.shiraoi.hokkaido.jp/docs/6245.html
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https://lin.ee/FaDAoh4
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